
普

賢

行

電

正

受

三

昧

孫

垣

均

四

以
上
の
叙
述
に
依
釦
て
、
普
賢
行
と
は
、
如
來
が
保
謹
す

る
所
の
恭
敬
供
養
諸
佛
、
随
懸

一
切
衆
生
な
る
大
慈
悲

で
あ

る
事
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
次

に
論
及
す
べ
き
問
題

は
、
か
＼
る
普
賢
行
と
は
普
賢
菩
薩
の
正
受
三
昧

で
あ

る
事

を
究
明
し
、

叉
普
賢

行
な
る
慈
悲
心
は
、

正
受
三
昧

す
る
が
故
に
そ
の
勢
力
を
以

つ
て
佛
土
を
荘
嚴
し
て

行
く
も
の
で
あ
る
事
に
論
及
し
な
け
れ
ば
忽
ら
な

い
。
併
し
吾

々
は
、
正
受
三
昧
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を

考
究
す
る
事
に
依
う
て
、
こ
の
論
…及
過
程
が
明
か
に
さ
れ
て
ゆ
く
で

あ

ら

う
。

と
言
ふ
の
は
前
に
も
引
用
せ
し
如

く
、
離
世
間
品
に
、

普
賢
菩
薩
正
受
三
昧
。
其
三
昧
名
昌佛
華
嚴
一。
(晋
輕
)

普
賢
菩
薩
摩
詞
薩
入
呂廣
大
三
昧
一。
多

佛
華
荘
嚴
卿。
(唐
絶
)

と
詮

い
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
吾
々
は
以
下
正
受
三
昧
に
就

い
て
順
次
蓮
べ
て
見
や
う
。

先
づ
三
昧
に
就

い
て
探
玄
記
を
見
る
と
『
梵
語
正
音
三
摩
地
と
名
つ
く
。
此
等
持
と
言
ふ
』
。
(大
正
藏
経
第
三
+
五
巻
二

八
〇
頁
上
段
)
と
あ

る
如
く
、
山土
客

一
致

の
持
績
を
意
味
す
る
竜
の
で
、

定
慧
均
等
に
修
し
て
止
観
何
れ
に
も
偏
せ
ず

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(二
九
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(三
〇
)

深
ぐ
定
に
入
う
て
心
境
李
等
に
相
績
し
、
観
智
明
に
し
て
境

に
於

い
て
照

さ
讐
る
な
き
を
言
ふ
の
で
あ
る
が
、
之
を

積
極
的
に
言

ひ
表

は
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
探
玄
記
に
『
一
心
説
法
三
昧
と
名
つ
く
る
な
う
』
。
と
あ
る
。
之
は
・王

客

の
緊
張
が
そ
の
基
な
る

一
心
に
移

る
を
言
ふ

の
で
あ
ら
う
。
扱
て
之
の
三
昧
な
る
竜
の
が
原
始
佛
敷
よ
う
小
乗
佛

敏
を
通
じ
て
大
乗
佛
漱
に
到

る
迄
、
如
何
な
る
登
展
を
遽
げ
て
來
π
も
の
で
あ
る
か
は
、
吾

々
如
き
淺
薄
な
る
者
の

及
ば
ざ
る
斯
で
あ
ゐ
、
當
面
の
問
題

に
左
程
要
講

さ
れ
な

い
事
で
あ
る
か
ら
、
直

ち
に
華
嚴
経
に
就

い
て
正
受
三
昧

な
る
も
の
を
考
察
せ
や
う
。

元
來
正
受
三
昧
と
は
梵
漢
双
課
で
あ
る
か
ら
、
正
受
と
言
ふ
も
三
昧
と
言
ふ
も
、
同
じ
内
容
を
意
味
す
る
同
義
異

語

の
反
復
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
華
嚴
経
に
は
之
を
匿
別
し
て
用
ひ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
性
起
品
に
、

如
來
鷹
供
等
正
畳
。
成
昌正
豊
一巳
。
正
受
三
昧
。
名
日
ヨ善
畳
口。
正
受
三
昧
己
。
得
昌菩
薩
身
一。
藪
與
昌
一
切
衆
生
身
一

'
等
。
如
昌
一
三
昧
。

一
切
三
昧

"。

一
切
法
門
。
亦
復
如
γ是
。
(。
大
正
藏
経
第
九
巻
六
二
七
頁
)。

と
あ
ウ
、
是

に
依
り
て
見
る
と
、
正
受
三
床

は
如
來
鷹
供
等
正
畳
が
正
畳
を
成
じ
終
り
て
得
る
三
昧
な
る
事
を
知
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
如
來
鷹
供
等
正
畳
が
正
畳
を
成
じ
終
り
て
、
正
受
三
昧

す
る
の
が
、
善
畳
三
昧
で
あ
る
か
ら
善

畳
三
昧
帥
ち

一
三
昧

も
正
受
三
昧

し
て
得
る
如
く
、

一
切
三
昧
、

一
切
法
門
竜
正
受
三
昧
し
て
得
る
の
で
、
郎
ち
如

來
鷹
供
等
正
畳

の
正
受
三
昧
し
た
る
菩
提
身

は
、
そ
の
歎

一
切
衆
生
身
と
等

し
い
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
性
起
品

に
、
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最
勝
有
昌三
昧

一名

日
爲
昌善
畳

一。

(大
正
藏
経
第
九
巻
六
二
七
頁
中
段
)。
と
讃
歎

さ
れ
て

ゐ
る
。
か

く

正
畳

の
正
受

三
昧

は
、

如

來

と
衆

生
と
本
質

的

に
連

結
し
、
衆

生

を
、
す

る
と
言

ム
頗

る
積

極
的

な

三
昧

で
あ

る
事

が

明

に
な

つ
た

の
で
あ

る
。

以
上

の
如

く
正
受

三
昧

は
本
輕

に
於

い
て
積

極

的
な
内

容
を

有
す

る
竜
の

で
、
軍

に
三
昧

な

る
語

の
重
復

で
な

く
、
是

を
漠

梵
重
復

す

る
事

に
依

つ
て
、
積

極

的
な
意
味

を
登
揮

し

た
竜

の
と
思

は
れ

る
。

随

つ
て
用
語

上

に
於

い

て
竜

正
受
と

三
昧

と

を
麗

別
し

て
用

ひ
、

叉
重
復

し

て
用

ひ
る
場
合

竜
、

正
受

三
昧

な

る
語
と

、

三
昧

正
受
な

る
語

と

を
匿

別
し

て
用

ひ
て
、
そ

の
内
容

に
於

い
て
も
、

や

は
6
相

違
す

る
所

が
あ

る
如
く

思

は
れ

る
か
ら

、
之

ら

の
黙

を
順
次

見

て
行

か
う
。

先
づ

正
受
と

三
昧

と

用
語

上
匿
別

し

て
用

ひ
た

る
例

を
見

る
に
賢
首

品

に
、

於
昌眼
根

中
ス

昌正
受
一。

於
昌色

法
中

一三
昧

起
。

示
コ現
色

法

"不

思
議

。

一
切

天
人
莫
昌能

知
"。
於

色

法

中
一入
昌正
受

　。

於
レ眼
起
レ定
念

不
レ観
。

(
大
正
藏
経
第
九
巻
四
三
八
頁
下
段
)。

と

あ

る
の
で
、

一
見

し
て

正
受
と

三

昧

と
、
用
語

上
匠

別

し

て
用

ひ
て
ゐ

る
事

を

知

る
の
で
あ

る
。

而
し

て
「
於
昌眼

根
中

一入
昌正
受
こ
、
「
於
昌色

法
中

一三
昧

起

」
の
逆
を

言

つ
た

も
の
が
「
於
昌色

法
中

一入
昌正
畳
脚、

於
レ眼
起
γ定
」
で
あ

る
か

ら
、
「
於

色

法
中

瓢三
昧

起
」
と
同
じ

く

「
於
レ眼

三
昧

起
」

と

言

ふ
べ
き

で
あ

る
が
「
於
レ眼
起
レ定

」
と
言

つ
て
、

三
昧
と
定

と

を
同
義

に
用

ひ
て

ゐ
る
。

こ
の

事

は
既

に
聖

遣
脛

に

於

い
て
竜

、

正
定
と

正
三
昧

と
同

義

に
用

ひ
て

ゐ
る
所
で

あ
る
が

、
吾

々
の
留
意

す
べ
き

事

は
、

以

上
の
引

文
を
見

る
が

如

く
、
賢
首

品

の
、
…

入
昌正
受

一
…
…
三
昧

起
な

る
用
例

で
あ

る
。

こ
の
用
例

に
於

い
て

、

正
受

と

三
昧

と

の

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(
一一=

)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(
三
二
)

庭
別

を
知
る
と
同
時
に
又
こ
の
用
例
を
二
度
用

ひ
る
事
に
依

つ
て
、
或

る
事
柄
に
就

い
て
必
ず
順
逆
反
復
し
て
そ
の

事
柄
を
述
べ
る
所

に
、
正
受
三
昧
の
刹
那
的

に
現

は
れ
る
意
味
を
窺

ひ
得
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
用
例
は
皆
…
…
入
呂
正
受
一:
…
∴
一一昧
起
と
あ

つ
て
、
…
…
入
昌三
昧
…
…

正
受
起
と
は
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な

い
。
是
に
依
ウ
て
見
る
に
、
正
受
と
三
昧
と
の
使

ひ
分
け
は
、
「
入
昌正
受
"」
の
「
入
」と
「
三
昧
起
」
の
「
起
」
と
に
重
き

を
お
い
て
、
用
語
上
の
匿
別
を
な
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ

る
。
以
上
の
引
丈
は
晋
経
で
あ
る
が
之
を
唐

経
に
就

い
て
見
る
に
、

於
二眼
根
中
一入
昌正
定
一。
於
昌色
法
中
"從
γ定

出
。
示
現
色
性
不
思
議
。

一
切
天
人
莫
能
知
。
於
昌色
塵
中
一入
昌正
定
"。

於
レ眼
起
レ定
心
不
レ観
。
読
F眼
無
生
無
γ有
レ起
。
性
塞
寂
滅
無
叩所
作
盈。
(大
正
藏
繧
第
+
巻
七
七
頁
下
段
)。

と
あ
う
、
之
を
晋
経
と
封
照
し
て
み

る
と
、
入
正
定
三
昧
起
を
唐
経
で
は
入
正
定
從
定
出
と
あ
ウ
、
こ
＼
で
は
正
定
と

定
と
匿
別
し
て
用
ひ
だ
事

に
な

つ
て
居
う
、
正
の
字
が
殊

に
目
立

つ
の
で
あ
る
。
こ
の
於
…
…
入
正
定
、
於
…
:
起
定

の
正
定
と
定
の
匿
別
も
晋
経
に
於
け
る
と
同
じ
く
や
は
り
「
入
」
と
「
起
」
と
に
重
き
を
お
い
て
使

ひ
わ
け
を
し
た
竜
の

で
あ
ら
う
。
故
に
正
定
の
正
字
は
、
入
正
定
の
入
の
意
義
を
含

め
た
竜
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
随

つ
て
晋
脛
に

於

い
て
、
正
受
と
三
昧
と
使

ひ
わ
け
す
る
の
竜
、
入
正
定

の
正
(
入
)
に
重
き
を
お
い
陀
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
所
詮

正
受
と
三
昧

と
の
使
ひ
分
け
は
、
正
受

も
三
昧

も
定
な
る
事
に
於

い
て
、
同
じ
で
あ
る
が
、
正
受

に
於

い
て
疋
(
入
)

な
る
意
味
が
張
く
登
揮

さ
れ
、
從

つ
て
受
も
定
を
墓
ひ
淀
し
て
正
(
入
)
に
附
随
す
る
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
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更
に
吾

々
ー3
、
「
入
正
定
、
三
昧
起
」
を
二
度
用
ひ
る
所

に
正
受
三
昧

の
意
義
を
考
察
し
て
見
や

う
。

賢
首
品
に

「
入
正
定
三
昧
起
」
の
反
復
用
例
が
長
文
に
わ
た

つ
て
読
か
れ
て
あ
る
が
、
そ
の
用
例

を
説
く
前
に
、

甚
深
正
受
三
昧
力
。

菩
薩
電
昌彼
清
澤
衆
"。
如
昌月
在
レ星
猫
明
耀
一。

如
下此

一
方
所
昌示
現
・。
諸
佛
子
等
爲
即春
属
上。

一
切
十
方
如
レ是
。
示
判現
三
昧
自
在
カ
一。
十
方
世
界
有
縁
故
。
往
返
出
入
度
昌衆
生
噂。
(大
正
藏
纒
第
九
巻
五
三
頁
中
段
)。

と
あ
つ
て
、
こ
の
用
例
を
読
き
終
ウ
に
「
方
是
名
昌無
量
功
徳
者
蝸」
と
結
ん
で
あ
る
の
よ
り
見
て
も
入
正
定
、
三
昧
起

の
反
復
用
例

は
正
受
三
昧
の
衆
生
界
に
表

は
れ
る
刹
那
々
々
の
読
明
で
あ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
併

し
賢
首
品
は

文
殊
菩
薩
が
、
佛
子
我
已
読
二普
賢
清
澤
行
一、

一
切
諸
世
尊
、
威
共
所
昌讃
歎
・、
と
自
ら
辮
じ
尤
品
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
正
受
三
昧
の
読
明
も
刹
那

々
々
に
現
は
れ
る
読
明
で
あ
る
事
を
意
昧
す
る
と
思

は
れ
る
。
扱
て
前

の
引
例
に
於

い

て
、
眼
色
な
る
竜
の
に
就

い
て
考
え
て
見
る
に
、
吾
々
の
威
畳
的
な
眼
と
色
と
は
、
客
観
的
甥
照
な
る
色
が
「
所
」
で

主
観
の
感
管
帥
ち
眼
が
「
能
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
併

し
吾

々
に
直
接

に
與

へ
ら
れ
る
色
の
成
立
要
件
よ
り
見

れ
ば
、
眼
以
外
に
色
が
あ

つ
禿
う
、
眼
な
く
し
て
色
が
存
す
る
と
言
ふ
如
く
色
と
眼
と
が
二
で
あ

つ
て

は

な

ら

な

い
。
そ
れ
は
必
然

一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
見
ら
れ
完
色

は
眼
以
外
に
在

る
の
で
は
な

い
。
故
に
色

は
見
ら
れ
だ

・眼
で
あ
う
、
見
る
眼
は
色
の
上
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
之

を
逆

に
言

へ
ば
、
眼
は
見
ら
れ
尤
る
色
で
あ
り
、
見
ら

れ
禿
る
色
は
眼

の
上
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
前
に
墨
げ
た
例
の
、

於
昌眼
根
中
聯入
昌正
定
"。
於
昌色
法
中
一三
昧
起
。
示
罰現
色
性
一不
思
議
。

一
切
天
人
莫
昌能
知
・。
於
色

法
中
天

・正
定
・。

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(
三
三
)
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普
賢

行
と
正
受

三
昧

(
三
四
)

も

於

レ眼
起
γ定

念
不
レ鼠
。
観
三無

生
無
昌自
性

一。

読
昌塞

寂

無
昌所
有

切。

は
左

の
圖

の
如

く
考
察

す

る
事
が

出

來

る
。

"…
正

受

…
…
(
無

自
性
塞
寂

)

入

正
受

…

↓

三

昧
起

…
…
…
(
色

性

不
可

思
議

)

眼

根

色

法

三
蒲
劃

誹

父入
雛
受

の
如
く
、
眼
根
に
於

い
て
正
受
し
て
色
法
に
於

い
て
起
ち
、
更
に
色
法
に
於

い
て
正
受
し
て
眼
根
に
於

い
て
立

つ
と

言
ふ
風
に
、
眼
よ
り
色

へ
、
色
よ
り
眼

へ
と
眼
と
色
と
が
交
徹
し
合

つ
て
ゐ
る
が
併
し
こ
の
眼
よ
り
色

へ
、
色
よ
釦

眼

へ
の
眼
と
色
と
の
交
徹
を
通
じ
て
、
眼
と
色
と
を
貫
く
竜
の
は
正
受
(
入
)
で
あ
る
。
か
く
眼
根
よ
ら
色
法

へ
、
色

法
よ
う
眼
根

へ
と
交
徹
す
る
に
よ
り
て
、
戚
畳
的
な
眼
と
色
と

の
存
在
的
意
味
が
、
範
疇
を
異
に
す

る
異
な

る
範
園

と
し
て
帥
ち
問
題
に
な
ら
な

い
抽
象
的
も
の
と
と
し
て
腰
除
さ
れ
た
の
で
あ
少
、
眼
よ
う
色

へ
、
色

よ
り
眼

へ
、
色

と
眼
と
交
徹
す

る
の
は
、
色
性

不
思
議
と
念
不
観

で
あ
う
、
而
し
て
色
と
眼
と
の
交
徹
即
ち
色
性
不
思
議
と
念
不
齪

と
を
通
じ
て
正
受
(
入
)
は
無
自
性
察
寂

で
あ
る
。

こ
の
正
受

(
入
)
な
る
無
自
性
空
寂

は
、

於
昌眼
根
"、

於
色

法
一の

「
於
」
に
無
自
性
塞
寂

に
し
て
、
眼
根
と
色
法
と
に
正
受
(
入
)
す
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
あ
れ
ば

こ
そ
正
受

意
識

は
、
個
人
意
識

ー5
勿
論
杜
會
意
識
な
り
歴
史
意
識
な
り
を
超
え
て
之
ら
を
包
囁
す

る
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
こ

の
交
徹
の
方
向
を
見
る
に
、
上
澗
に
明
な
る
如
く
慧
よ
り
定

へ
の
方
向
な
う
。
叉
、
慧
よ
う
定

へ
と
交
徹
す

る
相
は
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明
難
品
に
、

身
命
相
随
順
。
展
轄
更
相
目
。
猶
卯
旋

火
輪
一。
前
後
不
可
知
。
(大
正
藏
経
第
九
巻
四
二
七
頁
中
段
)。
と

あ
る
如
く
で
あ

る
が
、
併

し
か
く
の
如
く
、
慧
よ
め
定

へ
と
交
徹
す
る
旋
火
輪
を
貫
く
も
の
は
正
受
(
入
)
で
あ
る
。
故
に
正
受
(
入
)

は
慧

よ
う
定

へ
の
交
徹

の
止
揚
に
立
つ
竜
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
≧
の
無
自
性
塞
寂
な
る
正
受
が
何
故
に
眼
根
と
色
法

と

に
正
受
す
る
か
を
経

に
求
め
る
と
、
「
而
竜
起
す
」
。
と
か
「
而
も
能
く
し
。
な
る
語
を
見
る
の
で
あ
る
。
悉
右
佛
性

と

は
、
悉
有
以
外
に
佛
性
、
佛
性
以
外
に
悉
有
で
は
な

い
。
悉
有
す
る
も

の
が
佛
性
で
あ
歩
、
佛
性
が
悉
有

す
る
竜

の
で
あ
る
。
十
地
品

に
、

錐

心
常
寂
滅
。
而
起
副滅
悪
法
一。
行
昌塞
不

二
相
一。
而
行
昌慈
悲

心
一。
錐
『観
二

切
土
塞
若
如
昌虚
塞
一。
而
能
善
荘
引嚴

諸
佛
土
一。
と
あ
る
如
く
、
「
而
も
能
く
」
、
な
る
が
故
に
そ
れ
ば
普
賢

の
大
慈
大
悲

心
で
あ
る
。
灘

源
諸
詮
集

に
、

心
塞
即
境
謝
。
境
滅
帥

心
塞
。
未
γ有
昌無
境
之
心
一。
曾
無
昌無
境

心

。̀

(大
正
藏
紹
第
四
+
八
巻
四
〇
四
頁
上
段
)。

と
は
こ

の
漕
息
で
あ
る
。
如
法
の
如

來
よ
う
見
れ
ば
、
寂
滅
は

一
つ
の
方
便
で
あ
る
如
く
淀
寂

で
あ
る
が
、
法
の
寂

滅
心
よ

う
言

へ
ば
、
普
賢
な
る
慈
悲
心
は

一
つ
の
煩
幡
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
程
忽
然
で
あ
る
。
さ
れ
ば
。

正
受
(
入
)
は
寂

滅
そ
の
竜
の
を
封
照
と
し
て
境
に
帥
す
る
も
の
で
あ

り
、
境
に
現

は
れ

る
の
が
慈
悲
心
で
あ
る
。
而
し
て
正
受
は
寂

滅
心

の
疋
受
な
る
が
故
に
置
ハ空
で
あ
う
、
如
法
の
如
來
に
本
質
的
に
結
合
し
て
ゐ
る
故
に
妙
有
で
あ
る
。
故
に
正
受

そ
の
竜
の
に
於

い
て
は
、
自
他
の
匿
別
を
設
け
る
を
得
ず
、
否
む
し
ろ
正
受

に
於

い
て

一
生
命
を
肯
定
し
、
そ
れ
を

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(
三
五
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(三
六
)

中
心
と
し
て
見
る
限

φ
、

こ
の
慨
界

も

一
生
命

の
種

々
相
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ

つ
て
、

一
生
命
の
進
展

は
必
然
的

に
他
を
伜
ふ
か
ら
、
宇
宙
精
神
を
正
受
す
る
の
道
は
、
自
己
を
正
受
す
る
事
に
於

い
て
、
在

る
に
相
違
な
く
、
自
己

を
正
受
す
る
の
道
は
、
如
來
相
に
於

い
て
如
實
に
宇
宙
を
正
受
す
る
に
在
る
の
で
あ
る
。
暉
源
諸
詮
集
に
、
、

諸
佛
與
昌衆
生
"交
徹
。
故
常
具
眞
如
生
滅

二
門
。

(
内
正
藏
経
四
+
八
巻
四
〇
七
頁
)。

と

は
、

こ
の
浩
息
で
は
な
か
ら
う

か
ゆ
正
受
に
就

い
て
探
玄
記

に
は
、

納
レ法
在
レ心
故
言
昌正
受
一。
(大
正
藏
経
第
三
+
五
巻
一
九
六
頁
上
段
)。
と
読

い
て
あ
る
の
竜
、
眼
根
よ
り
色
法

へ
の
正
受
が

「
納
法
」
へ
の
相
で
あ
ゐ
、
色
法
よ
う
眼
根

へ
の
正
受
が
「
在
心
」
へ
の
相
で
あ
る
。
か
く
正
受
は
眼
根
よ
り
し
て
色
法

を
含

み
超
免
、
色
法
よ
6
し
て
眼
根
を
含
み
超
え
る
帥
ち
何

か
に
即
し
て
含
み
超
え
る
と
言
ふ

一
つ
の
塞
じ
る
相
が

見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
叉
妄

に
帥
し
て
妄
を
離
れ
如
來
藏
を
顯
は
し
て
行
く
と
言
ふ
相
が
窺

は
れ
る
の
で
あ

る
。
而

し
て
何
か
に
帥
し
て
含
み
超
え
る
帥
ち
塞
じ
る
と
言
ふ
事

は
、
内
含
的

に
提
示
さ
れ
π
相
で
あ
り
、
何
か
に
即
し
て

妄
を
離
れ
如
來
藏
を
顯
す
と
言
ふ
事

は
、
外
包
的

に
提
示
き
れ
陀
る
相

で
あ
る
が
、
何
れ
も
眞
塞
妙
有
な
る
正
受
で

あ
る
。
表
象
的
偶
像
を
立
て
な

い
塞
理
に
於

い
て
は
、
最
後
の
當
膿

は
表
現
的
に
は
、
何
と
竜
言

ひ
現
す
事
が
出
來

な

い
關
係
上
、
個
別
と
制
限
汐
脱
し
禿
と
言
ふ
意
味
で
翼
塞
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
れ
は
髄
験
上
純
粋
能
動
盟
で
あ
る

故
に
直
ち
に
妙
有
で
あ
る
。
故
に
眞
塞
は
内
含
的
に
提
示
さ
れ
尤
妙
用
で
あ
り
、
妙
用

は
外
包
的
に
提
示
さ
れ
π
眞

塞
で
あ
る
。
さ
れ
ば

正
受
の
顯
れ
は
諸
法
實
相
縁
起
の
根
本
形
式

で
あ
ウ
、

叉
縁
起

の
本
な
る
が
故
に
、
正
受
は
關
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係

の
上
に
成
立
す
る
が
、
.大
本
は
心
に
的
着
す
る
の
で
あ
る
、

之
の
心
に
就

い
て
見

る
事

に
依
り
て
、
正
受
が
眞
丞
妙
有
の
顯
は
れ
で
あ
る
事
を
明
に
知
る
で
あ
ら
う
。
夜
摩
天

宮

読
偏
品

に
、

心
亦
非
昌是
身
一。
身
亦
非
昌是
心
一。
作
=

切
佛
事
"。
自
在
未
昌曾
有
"。
と
あ
る
が
、
是
身
に
非
ず
、
是
心
に
非
ず
と

言
ふ
「
是
」
の
字
で
心
と
は
所
謂
、
物
心
の
心
で
な

い
事
を
現

は
し
て
居
釦
、
心
竜
亦
是
身
に
非
ず
、
身
も
亦
心
に
非

ず
と
て
心
身
相
反
復

し
て
叉
「
亦
非
」
と
言
ふ
所
に
心
身
の
止
揚
が
窺
は
れ
、

之
の
心
身

止
揚
の

一
心
が
帥

ち
自
在
未

曾
有
な
る
心
で
あ
る
。
自
在
未
曾
有
と

は
内
含
的
に
提
示
さ
れ
π
も
の
と
思

は
れ
る
。
宗
密
暉
師

は
之
と
相
似
た
事

を
原
人
論
に
述
べ
て
、

即
我
等
今
者
。
身

心
是
也
。
故
知
昌身
心
脚各
有
呂其
本
}。
二
類
和
合
方
成
昌
一
人
輔。

所
稟
之
氣
展
轄
推
γ本
。
・即
混

一

之
元
氣
也
。
所
起
之
心
。
展
轄
窮
γ源
。
即
眞

一
之
難
也
。
(大
正
藏
経
四
+
五
巻
七
一
〇
頁
下
段
)。

と
あ
る
。
凡
そ
物

は

物
に
於

い
て
画
別
さ
れ
、
心
は
心
に
於

い
て
匠
別
寒
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
併
し
物
と
心
と
は
我
な
る
も
の
＼
、
帥
今

に
於

い
て
そ
の
本
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
本
心
に
於

い
て
物
と
心
と
相
鷹
ず
る
や
、
物
と
心
と
は

一
に

溝
沈
す
る
。
何
と
な

れ
ば
相
慮
ず
る
物
と
心
に
於

い
て
本
心
は
そ
れ
自
身
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。

又
そ
之
に
は
個
別

的
制
限
を
脱
す
る
か
ら
、

一
と
言
ふ
事
竜
な
く
な
る
。
こ
の
事
は
輩
な
る
塞

で
は
な
く
實

は
純
粋
能
動
膿
で
あ
る
。

さ
れ
ば

こ
＼
に
言
ふ
眞

一
の
需
巫
と
は
、
外
包
的
に
提
示

さ
れ
た
る
自
在
未
曾
有
心
で
あ
る
。
宗

密
麗
師
が
註
華
・嚴
法

普
賢
行
と
正
受
三
昧

・

(
三
七
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(
三
八
)

界
観
門
に
・
塞
に
は
無
邊
際
、
無
壊
・
無
雑
の
三
義
あ
O
と
読
か
れ
で
ゐ
る
の
竜
・
自
詫
未
曾
有

心
の
内
含

的
塞
義

を
現

は
し
π
竜
の
と
見
る
事
が
出
雍
る
。

一
心
を
内
含
的
に
提
示
し
て
竜
、
輩
な
る
塞
と
思
は
れ
る
が
如
ら
語
蔽

タ
伜
ふ
と
共
に
、
之
を
外
包
的
に
提
示
さ

れ
た
る
妙
有

な
る
表
現
に
も
、
軍
な
る
有
と
見
ら
れ
る
如
き
語
蔽
を
俘

ぶ
の
は
言
葉
の
性
質
上
止
む
を
得
な

い
事
で

あ
ら
う
。
灘
源
諸
詮
集
に
、

師
順
在
昌即
時
唱度
脱
。
意
即
玄
通
。
玄
遽
必
在
二忘
言
"。
言
下
不
γ留
昌其
述
一。
述
繕
γ於
昌意
地
一。
(大
正
藏
脛
第
四
+
八
巻

四
〇
〇
頁
上
段
)。

と
あ

る
の
竜
か
く
の
如
き
語
蔽
を
誠

め
泥
も
の
と
忠
は
れ
る
。
正
受

は
か
く

の
如
秀
寂
滅
心
に
即
し

て

一
切
有

に
正
受
す
る
が
故

に
、
軍
に

一
切
に
盲
目
に
赴
く
正
受
で
は
な

い
。
性
起

品
に
、

正
法
性
還
訓離
。

一
切
語
言
道
一。

一
切
趣
非
γ趣
皆
悉
寂
滅
性
。
(大
正
藏
経
第
九
巻
六
一
五
頁
上
段
)。
と
あ
る
如
く
正
受

は

置
ハ塞
妙
有

の
現
れ
で
あ
る
。
寂
滅
相
に
於
て
正
受

で
あ
る
。

正
受
を
し
の
ぶ
例
を

一
つ
あ
げ

る
な
ら
ば
、
武
士
に
刀
と
酒

は
付
き
竜
の
で
あ

つ
た
ら
し

い
。
正
宗

の
宗

は
正
受

の
受
で
あ

る
と
せ
ん
か
。
理
智
的
な
縁
起
観

は
刀

の
正
宗

に
悟
相
を
見
、
酒

の
正
宗

に
迷
相
を
見

る
か
も
知
れ
な

い
。
而
し
て
正
宗

は
刀
の
名

で
竜
あ
ウ
酒
の
名
で
も
あ
る
、
刀
と
酒
と
の
止
揚
し
π
名
が
正
宗
で
あ
ら
う
か
。
然

ら
ば
正
宗
そ
の
竜
の
は
何
慮
に
在
る
。
恐
ら
く
武
士
を
迷
は
し
に
出
た
も
の
が
正
宗

な
る
刀
と
酒
で
あ
ら
う
。
そ

こ
で
刀
な

る
正
宗
の
飛
躍
の
下
に
鮮
血
を
四
方
に
散
ら
す
所
に
、
交
殊
の
般
若
相
を
見
る
と
す
れ
ば
、

一
樽

の
酒
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な
る
正
宗

を

一
息
に
ぐ

つ
と
飲
む
所
に
普
賢
相
を
見
る
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
文
殊
の
世
界

は
紅
葉

に
向

つ
て
瞭
吟

す
る
秋
晴
れ
で
あ
ら
う
し
、
普
賢

の
世
界
は

一
升
場
を
ぶ
ら
下
げ
た
、
春
瀾
漫
の
花
見
で
あ
ら
う
。
花
見
と
紅
葉

狩
り
何
れ
を
選
ぶ
か
。

こ
、
淀
論
ず
る
の
は
、
題
の
如
く
普
賢

に
表

は
れ
る
正
受
(
入
)
で
あ
る
。
故
に
正
受
三
昧

は
、
常
に
供
に
鷹
ず
る
所
の
ち
び
釦
ー

の
正
宗

で
は
な
く
て
、
正
受
の
酔

ひ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

『
何
事

ぞ
花
み
る
入
の
長
刀
』
。と
詠
ん
で
ゐ
る
人
も
あ
る
が
、
か
の
理
智
的
十
玄
六
相
竜
正
受
以
外

の
も
の
で
あ

つ
て
は

な
ら
な

い
。
以
上
述
べ
る
如
く
正
受
の
大
本
は
寂
滅

心
に
麟
着
し
な
が
ら
、
「
而
竜
よ
く
」
一
切
趣
に
正
受
す
る
即

ち
大
慈
大
悲

心
で
あ
る
。

大
慈
は

一
切
法
を
正
受
し
て
随
順
す
る
同
戚
で
あ
血
、
大
悲
は

一
切
法
に
随
順
す
る
に
依
つ
て
、
純
粋
な
る
威
情

に

於

い
て

一
切
法
を
如
實
に
内
面
よ
わ
知
る
事
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
正
受
は
慈
悲
心
を
以

つ
て
所
知
の
竜
の
に
な
う

つ

＼
所
知
の
竜

の
を
超
え
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
寂
滅
心
を
正
受
す
る
の
慈
悲

は
、

一
切
世
界
を
正
受
す
る
慈
悲
に
依

6
て

一
切
世
界
に
入
る
。
是
が
即
ち
器
世
間
よ
套
衆
生
世
間
に
入
る
事

で
あ
る
。
随

つ
て
寂

滅
心
を
正
受
す
る
慈
悲

が
供
養
諾
佛

へ
の
相
で
あ
う
、

一
切
世
界
を
正
受
す
る
慈
悲
が
敏
化
衆
生

へ
の
相
で
あ
る
か
ら
、
器
世
間
に
於

い
て

も
、
衆
生
世
間
に
於

い
て
も
、
敏
化
衆
生
以
外
に
供
養
諸
佛

の
道
は
な

い
。
是
が
正
受
の
方
向
で
あ
る
。
故
に
敏
化

衆
生
に
於

い
て
供
養
諸
佛
を
見
、
供
養
諸
佛
に
於

い
て
敏
化
衆
生
を
見

る
正
受
は
、
随
鷹
同
威
し
て
そ
の
事
實
の
底

に
乗
ウ
超
え
る
。
言

は
ビ
否
定
的

に
肯
定
せ
ら
れ
て
行
く
無
限
の
否
定
的
肯
定
で
あ
る
。
即
ち
何
慮
迄
も
永
劫
に
見

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(
三
九
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
〇
)

る
も
の
は
、
見
ら
れ
な
く
な
り
、
只
見
る
竜
の
擁
見
ら
れ
た
る
も
の
＼
み
を
見
る
所
の
肯
定
さ
れ
な

い
常
膿
で
あ
る
。

故
に
自
己
目
身
(
或

る
竜
の
)
の
影
を
無
限
に
否
定
す
る
否
定
的
肯
定
に
於

い
て
の
み
自
己
を
追
ふ
て
ゆ
く
事
が
出
來

る
の
で
あ
る
。
か
く
無
限
に
自
己
の
影
を
否
定
し

つ
＼
自
己
を
追
ふ
て
ゆ
く
悌
が
慈
悲
に
外
な
ら
な

い
。
さ
れ
ば
そ

の
追
ふ
て
ゆ
く
無
限
の
否
定
は
實

は
否
定
で
な
く
、
自
己
な
る
も
の
＼
種
々
相
で
あ

つ
控
の
で
あ
る
。
從

つ
て
正
受

の
方
向
は
自
己

の
種

々
相
な
る

一
切
世
界
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
事

も
諒
知
出
來
る
で
あ
ら
う
。

一
切
世
界
に
正
受
し

て
如
實
に
、
五
濁
界
の
生
活
に
大
悲
同
威
す
る
事
は
、
そ
の
衆
生
相

に
於

い
て
我
を
鷹
現
す
る
事
で
あ
り
、
而
し
て

衆
生
相
に
於

い
て
我
が
身
を
鷹
現
す
る
事
は
、
衆
生
に
な
る
事
に
依
り
て
衆
生
を
超
え
る
事
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
意
味

の
正
受
(
入
)
は
輩
な
る
認
識
實
践
で
は
な
く
徹
底
的
な
身
讃
實
践

で
あ
る
事
に
於

い
て
、
置
ハ塞

妙
有
の
顯
れ
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
住
坐
臥

の
日
常
生
活
に
於

い
て
正
受
し

つ
＼
、
而
も
妄
念
妄
想
に
動
か
さ

れ
ざ
る
三
昧
境
で
あ
る
べ
き
事
が
特
に
警
戒

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
故
に
正
受
三
昧
と
言

ふ
三
昧
境
を
力
読
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
随

つ
て
正
受
は
何
庭
迄
竜
三
昧
で
あ
る
事
に
於

い
て
、
そ

の
本
質
を
明
に
し
て
ゆ
く
も

の
で
あ
る
。
乃
ち
正
受
は
寂
滅

心
の
正
受
で
あ
釦
、
随

つ
て

一
な
る
事
を
豫
想

す
る
竜
の
で
あ

つ
て
、

一
を
以

つ
て

一
切
世
界
に
順
慮
し
、

一
切
世
界
に
於

い
て

一
た
ら
ん
と
す
る
も
の
故
、
竜
し
こ
の

一
に
於

い
て
何
か
の
分
裂
が
生

ぜ
ん
か
。
然
る
時
は

一
切
の
世
界
に
如
何
な
る
矛
盾
葛
藤
が
起

る
か
団
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
普
賢
行
の
初

め
に
、
慈
悲

心
に
正
反
す
る
も
の
と

し
て
、
先
づ
瞑
悉

心
を
誠

め
控
の
竜
所
詮
普
賢
行
の

一
泥
ら
ん
と
す

る
三
昧
で
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あ
る
べ
き
事
を
誠

め
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
こ

＼
に
正
受
三
昧

の
三
昧

た
る
面
目
が
存
す
る
と
共
に
、

一
切
世
界

を

荷
負

し
て
自
己
の
道
を
求

め
る
、
普
賢
菩
薩

の
杢
入
的
面
目
が
顯
は
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
正
受
三
昧

の
方
向
は

一
切
世
界

に
随
順
し
て
佛
に
蹄
る
も
の
で
あ
る
。
之

は
離
世
問
品
三
十
三
の
三
に
十
種
正
受
三
昧
を
読

い
て
あ
る
の

を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
次
に
之
を
あ
げ
れ
ば
、

一
、

一
切
世
界
正
受
三
昧
。

二
、

一
切
衆
生
身
正
受
三
昧
。

三
、

一
切
法
正
受
三
昧
。

四
、
見

一
切
諸
佛
正
受
三
昧
。

五
、
善
巧
住
持

一
切
劫

正
受
三
昧
。

六
、
巧
方
便
出
生
不
可
思
議
正
受
三
昧
。

七
、

一
切
如
來
身
正
受
三
昧
。

八
、
巧
随
順
魯
三

切
衆
生
亭
等
正
受
三
昧
。

九
、
於

一
念
中
正
受

一
切
菩
薩
三
昧
。

十
、
於

一
念

中
以
無
擬
智
具
足
成
就

一
切
菩
薩

行
不
捨
大
願
善
巧
智
慧
正
受
三
昧
。

以
上

の
十
種
正
受
三
昧
は
、
何
れ
を
見
て
も
皆
衆
生
憧
問

の
正
受
三
昧

で
あ
る
。

こ
の
十
種
正
受

は
、

一
切
世
聞

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
一
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
二
)

よ
う

一
切
衆
生
身

一
切
法
を
正
受
し
て
そ

こ
に

一
切
諸
佛
を
見
、
善
巧
を

一
切
劫
に
住
持
し
て
巧
方
便
不
可
思
議
を

出

生
し
て
衆
生
を
濟
度
し
如
來
に
蹄
す
る
事
に
依
も
て
、

一
切
衆
生
奉
等
の
随
順
畳
に
到
う
、

一
切
衆
生
身
に
於

い

て

一
切
如
來
身
を
見
る
普
賢
に
至
る
竜
の
で
あ
る
が
、
之
は
器
世
間

に
考

へ
て
竜
同
じ
経
路
が
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
十
種

正
受
三
昧
が
普
賢
の
全
人
的
正
受
三
昧

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
正
受
三
昧
に
於

い
て
留
意
す
べ
き

事

は
、

之
の
十
種
三
昧
中
第
六
を
除
く
外
皆
、
「
一
切
」
と
言
ふ
文
句
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
第
六

の
正
受

三
昧

に
は
二

切
L
の
代
う
に
「
不
可
思
議
」
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
不
可
思
議
も
内
容
に
於

い
て
は
二

切
L
と

獲
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
随

つ
て
以
上

の
十
種
正
受
三
昧
に
は
、
何
れ
竜
皆
二

切
」
と
言
ふ
文
句
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る

と
見
て
よ

い
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
の
「
一
切
」
と
言
ふ
竜
の
が
正
受
三
昧

の
顯
現
す
る
場
庭
と
な
る
の
で
あ

つ
て
、

正
受
三
昧
は

一
切

に
於

い
て
、
登
揮
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
正
受
三
昧
の
内
容
上
明
な
る
事
で
あ

つ
て
、
若
し
正
受
三
昧
の
場
庭
が

一
切
で
な
か
つ
た
な
ら
ば
正
受
三
昧
の
三
昧
禿
る
所
以
が
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

併
し
正
受
三
昧
の
顯
現
す
る
揚
庭
が
二

切
レ
で
あ
る
事
は
「
一
切
」
が
正
受
三
昧
の
封
照
そ

の
も
の
で
あ
る
事
で
は
な

い
。
言

は
璽

一
切
な
る
も
の
は
正
受
三
昧
の
顯
現

す
る
舞
皇

で
あ
る
。

一
切
境
に
顯
現
し
な
が
ら

一
切
境
に
於

い
て

そ
れ
自
身
寂
滅
を
封
照
と
し
、

一
切
境
に
顯
は
れ
る
正
受
そ
れ
自
身
寂
滅
を
勢
照
と
す
る
事
に
依
う
て

一
た
ら
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
切
境
に
顯
現
す
る
場
合
、
そ
の
境

に
帥
し
た
る
無
藪
の
三
昧
が
現
は
れ
る
が
、
而
竜
そ

の
境

に
現

は
れ
π
る
三
昧
境
を
常

に
乗
り
超
え
て
、
正
受
三
昧
自
身
寂
滅
を
封
照
と
す
る
所

に
正
受
三
昧

の
特
徴
が
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存

す
る
の
で
あ
る
。
故
に
正
受
三
昧
は

一
切
境
に
現
は
れ
る
が
、
そ

の
境
を
乗
う
超
え
て
常
に
無
所
得
で
あ
る
。

之

の
黙
よ
う
み
て
竜
正
受
三
昧

は
境
に
帥

し
て
名
附
け
た
三
昧
で
な

い
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
羅
奪
が
外
這
教
理
よ
う

定
を
取
り
入
れ
て
、
御
自
身

の
敏
理
に
用
ひ
ら
れ
た
が
、
而
竜
そ
の
定
を
外
道
流
の
如
く
目
的
と
し
て
用
ひ
ず
、

一

つ
の
方
便
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
竜
、
蓋
し
繹
奪
御
自
身
の
敷

へ
ら
れ
ん
と
す
る
事
は
、
外
渣
の
敷

へ
が
三
昧
境
に

甘
ん
ず
る
事
に
反
し
て
、
常
に
そ
の
三
昧
境
を
乗
う
超
え
る
か
ら
で
は
な

い
で
あ
ら
う
か
。

正
受
三
昧
が
、
本
経
に
表
は
れ
禿
る
多
く
の
菩
薩
衆
三
昧
と
如
何
な
る
交
渉
を
持
つ
か
と
言
ふ
事
竜
、

之
の
黙
よ

り
理
解
出
來
る
と
思
ふ
。
多

く
の
大
乗
三
昧
が
原
始
佛
敏
に
ゐ
け
る
が
如
く
、
矢
張

り

一
つ
の
方
便
と
し
て
、
用
ひ

ら
れ
て
ゐ
る
事
は
、
九
次
定
の
終
り
に
滅
審
定
を
読
く
の
を
み
て
も
明
か
で
あ
る
。
大
乗
佛
敏
に
於

い
て
竜
三
昧
を

方
便
と
し
て
用

ひ
る
の
は
多
く
の
大
乗
三
昧
竜
や

は
う
そ
の
境

に
曹即
し
て
表
は
し
禿
も
の
な
る
が
故
で
あ
ら
う
。
か

く
の
如
き
境
三
昧
を
本
経
に
就

い
て
み
る
と
、
十
地
品
等
に
は
三
昧
の
藪
二
萬
あ
ゐ
と
か
、

叉
は

一
念
に
於

い
て
百

千
三
昧
を
得
る
と
か
、
或

ひ
は
百
千
億
の
三
昧
を
得
る
と
か
説

い
て
あ
る
が
、
本
経
の
最
竜
代
表
的
な
重
要
な
三
昧

と
し
て
屡

々
出
る
の
は
海
印
三
昧
、

一
三
昧
(
善
畳
三
昧
)
、
佛
華
嚴
三
昧
等
で
あ
る
か
ら
、

之
の
代
表
的
な
三
昧
に

就

い
て
見
る
と
、
蓮
華
藏
師
子
座

に
於

い
て
如

來
の
三
昧
し
掩
る
も
の
が
海
印
三
昧
で
あ
り
、
如

來
鷹
供
等
正
畳
が
正

萱
に
於

い
て
正
受
三
昧
し
た
る
竜
の
が

一
三
昧
(
善
贅
三
昧
)
で
あ
ウ
、
叉
普
賢
菩
薩
が
普
賢

に
於

い
て
正
受
三
昧
し

禿
の
が
佛
華
嚴
三
昧
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
三

つ
の
三
昧
と
竜
各
そ
の
境

に
即
し
て
設
け
π
る
三
昧
な
る
事

は
明
か

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
三
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
四
)

な
る
事
で
あ

つ
て
、
之
ら
三
昧
境
を
乗
う
超
え
て
貫

く
も
の
が
正
受
三
昧
に
な

つ
て
ゐ
る
。
終
う
の
佛
華
嚴

三
昧
に

於

い
て
竜
、
正
受
三
昧
に
依

つ
て
貫
か
れ
π
も
の
が
佛
華
嚴
三
昧
で
あ
る
が
、
佛
華
嚴
三
昧
し
て
説
か
れ
だ
法
門
が

離
世
間
品
に
し
て
、
前

の
各
品
が
皆
こ
の
離
世
間
品
に
総
括

さ
れ
る
事

は
前
已
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
本

経
に
於

い
て
説
く
普
賢

行
を
理
想
と
す
る

一
切
の
三
昧
境
は
等
し
ぐ
佛
華
嚴
三
昧

に
於

い
て
包
括
さ
れ
る
べ
き
で
あ

蚤
、
こ
の
佛
華
嚴
三
昧

に
依

φ
て
包
括
さ
れ
る

一
切
の
三
昧
境
は
、
佛
華
嚴
三
昧
を
貫
く
正
受
三
昧
に
依

っ
て
貫
か

れ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
普
賢

の
正
受
三
昧
が
貫
く
事
に
於

い
て
、
佛
華
嚴
三
昧

は
三
昧
た
う
得

る
の
で
あ
る
。
随

つ
て
慈
悲

は
貫

か
れ
控
る
境

心
で
あ
り
、
而
し
て
正
受
し
て
貫
か
れ
だ
る
慈
悲
境

は
佛
國
を
荘
嚴
す
る
襲
飾

で
あ
る
。
而
し
て
慈
悲

境
の
底
に
乗
う
超
え
る
正
受

は
、
そ
れ
自
身
寂
滅
を
封
照
と
す
る
事
に
依

つ
て
佛
に
蹄
す
る
。
か
く
し
て
正
受
は
、

一
切
に
即
し
て
永
劫

で
あ
ウ
、
無
所
得
で
あ
り
、
佛
華
荘
嚴

は
無
講
藏
で
あ
る
か
ら
、
永
劫
に
わ
た
り
て
、
佛
國
を

荘
嚴
す
る
華

こ
そ
、
普
賢
正
受
の
慈
悲
心
で
あ
る
。

誕

'

以
上
正
受
三
昧
と

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
大
略
述
べ
た
の
で
あ
る
。
随

つ
て
普
賢
行
の
佛
國
荘
嚴
と
は
正

受
三
昧

に
依
る
の
外
に
な

い
事

は
、

≧
の
論
述
の
到
達
せ
る
貼
…よ
釦
し
て
明
か
と
思
ふ
。
併
し
以
上
の
考
究

に
於

い

て
な
ほ
物
足
ら

澱
事
は
、
正
受
三
昧
が
積
極
的
な
三
昧
で
あ
る
と
述
べ
カ
事
に
就

い
て
Ψ
あ
る
。

さ
れ
ば
こ

、
で
は
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正
受
三
昧
が
如
何
な
る
意
味

に
於

い
て
積
極
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
詳
細
に
わ
た
り
て
見
や
う
と
思
ふ
。

普
賢
行
が

一
切
世
界
を
正
受
し
て
、
衆

生
心
に
随
順
し

つ
＼
無
所
得
の
無
限
生
命
を
以

つ
て
解
脱

へ
と
進
農
す
る

事
が
、
普
通
の
宗

敏
運
動
の
如
く
、
軍
に
積
極

よ
り
進
展
し
て
溝
極

へ
と
蹄
る
も
の
で
あ

つ
だ
な
ら
ば
、
普
賢
行
は

軍
な

る

一
種

の
肚
會
運
動
と
見
倣
さ
れ
る
の
外
な
く
、
普
賢
の
理
想
が
不
住
浬
桀
な

る
限
う
當
爲
の
進
展
で
あ
る
か

ら

.
そ
れ
は
肚
會
的
な
倫
理
運
動
と
何
ら
選
ぶ
所
は
な

い
で
あ
ら
う
。
か
く
み
れ
ば
普
賢
行
は
、
佛
の
保
謹
す

る
、
、

「
行
ふ
か
ら
行
ふ
。
随

っ
て
行
ふ
か
ら
正
し

い
」
。
と
言
ふ
暗
示
さ

へ
も
見
失
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
普
賢
行

は
潰
極
よ
り
の
積
極
よ
φ
、
滑
極
に
館

る
も

の
で
あ
る
事
を
吾

々
に
約
す
る
。

華
嚴
経
は
思
想
上
よ
り
見
て
も
、
般
若
系
の
経
典
よ
う
後
に
現
は
れ
た
も
の
な
る
事
を
威
ず
る
の
で
あ
る
が
、

叉

課
出
年
代
よ
う
見
て
も
、
望
月
信
亨
博

士
の
佛
教
大
年
表
に
依
れ
ば
般
若
系
の
経
典

は
三
世
紀
中
頃
よ
う
四
世
紀
絡

う
の
頃
に
か
け
て
出
來
て
お
り
華
嚴
経

は
五
世
紀
の
初
め
頃
に
繹

さ
れ
た
事
と
な

つ
て
ゐ
る
。

之
の
嘉
に
就

い
て
経

文
を
見
る
と
正
受
三
昧
を
逆
に
言
ひ
現
は
し
π
三
昧
正
受
な
る
語
が
あ

る
。
唐
脛
に
は
正
受
三
昧
を
入
廣
大
三
昧
と

説

い
て
あ
り
、
三
昧
正
受
を
入
三
昧
と
読

い
て
あ

つ
て
、
何

離
に
も
入
の
字
が
つ
い
て
ゐ
る
。
き
れ
ば
次
に
三
昧
正

受
よ
う
、
正
受
三
昧
に
到
る
迄
を
順
衣
述
べ
ん
。
浮
眼
品
に

三
昧
正
受
。
當
レ願
衆
生
。
向
昌三
昧
門
一。
得

究

覧
定
一。
観
ゴ察
諸
法
一。
(大
正
藏
煙
第
九
巻
四
三
一
頁
上
段

。
戸晋
経
)。

修
昌行
於
定
一。
當
レ願
衆
生
。
以
レ定
伏
》心
。
究
竜
無
飴
。
(大
正
新
修
藏
経
第
+
管
七
〇
頁
申
段
)。
(唐
経
)。

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
五
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
穴
)

と

あ

る
。

之

に
依

る
と
三
昧

正
受

は
究

覧
定
を
得

る
手
段

の
覧
味

に
用

ひ
ら

れ

て
ゐ

る
も

の

＼
如

く
、

三
昧

正
受

し

究

覧

定

を
得

て
後
法
界

を
観

察
す

る
と
言

ふ
事

に
な

つ
て

ゐ
る
。

入
法
界

晶
…に

は
、

三

昧

正
受

滅
昌出

入
息

"。

自
安
不

動
寂
滅

無
膨畳
。

(大
正
藏
経
第
九
巻
六
九
五
頁
中
段
)。
(晋
脛
)

入

昌子

三
昧

、
離

出

入
息

一、
無
昌別
照
畳

。̀

(大
正
藏
経
第
+
巻
二
四
〇
頁
申
段
)。
(唐
経
)

と

あ

る

の
で
、

三
昧

正
受
し

て
滅

出
入
息
、

身
安

不
動
寂

滅
無
畳

と
言

ふ

の
で
あ

る
か
ら
、

恐
ら
く

Z

＼
に
於

い
て

三
昧

正
受

は
前

に
言

ふ
究
寛

定

に
到

り
得

た
竜

の
と
思

は
れ
る

の
で
あ

る
が
、
離

世
間

品

に
、

む

む

む

む

む

　

菩

薩

摩
詞
薩

、

坐

"道
場
蒔

、

三
昧

正
受
、

名

噌普
畳

。̀

(大
正
藏
縄
第
九
巻
六
六
八
頁
下
段
)。
(晋
経
)

む

む

菩

薩

摩
詞
薩

、
坐
昌遣
場
輪時
、

入
三

昧
、
名
昌観

察

法
界

輔、
(大
正
藏
経
第
+
巻
三
一
二
頁
下
段
)。
(唐
経
)

と
あ

つ
て
、

前

に
は

三
昧

正
受

し

て
寂

滅
無
畳

と
言

ふ

て
居

φ
、
慈

で

は
三
昧

正
受

し

て
名

善
豊

と
あ

る
。

而
も
善

畳

三

昧

に
就

い
て

は
性
起
品

に
、

ロ最
除
咽有
昌三
昧
一、
,名

日
昌霊
口魯
㌍
。

(大
正
藏
経
第
九
巻
六
二
七
頁
中
段
)。
(普
経
)

佛

有
L
二
昧

"、
名

昌善
畳

一、
菩

提
…樹
下
入
昌此
定

一。

(大
正
藏
経
第
+
巻
二
七
五
頁
下
段
)。
(唐
紹
)

と

あ

つ
て
、

如

來
鷹
供

等

正
畳

が

正
畳

を
成

じ
絡

り

て
、

正
畳

三
昧

し
泥

も

の
が
善

畳

三
昧
(
=

二
昧

)
で

あ
る
と

説

い
て

あ

る
事

に
封

慮

し
て

考

へ
て
み

れ
ば
、
前
の

三
昧

正
受

、
寂

滅
無
畳

。
三
昧

正
受

名
昌善
畳

暉と

あ

る

は
、

一
見

し

禿
所

、

同
三

昧

正
受

に
し

て
寂

滅
無

畳

で
あ
φ
、

善
豊

で

あ
る
と

は
相
矛
盾

し
て

ゐ

る
や
う

で
竜
あ

り
、

叉
何

か
し

/
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ら
相
表
裏
し
て
ゐ
る
や
う

に
も
思

は
れ

る
。
寂
滅
無
畳
と
善
畳
と
の
問

に
は
用
語
上

一
つ
の
飛
躍
が
あ
る
の
は
確
か

で
あ

る
。
併
し
若
し
こ
の
護
み
方
を
を
匿
別
し
て
、
コ
ニ
昧
正
受
す
寂
滅
無
畳
」
、
「
三
昧
正
受
せ
う
善
畳
と
名
つ
く
」

と
見
る
な
ら
ば
そ
れ
迄
で
あ
る
。
所
が
同
善
豊

に
就

い
て
離
世
間
品
に
、

叢
口
薩
摩
詞
薩
、
坐
・道
揚
一時
、
正
受
三
昧
名
昌善
畳
・、
菩
薩
摩
詞
薩
、
入
昌此
定
一己
得
噛浄

法
身
一。

漁壁

醸

際
勧
縫

)ハ六

と
あ
る
、
之
に
依

つ
て
見
る
と
前

の
「
三
昧
正
受
せ
う
善
畳
と
名
つ
く
」
、
と
は
「
正
受
三
昧
す
善
畳
と
名
つ
く
」
、
と

同
内
容
に
な
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
以
上
の
考
察

に
依
り
て
略
明
か
に
な
る
事

は
三
昧

正
受

は
寂
滅
無
畳
を
、

究
寛
と
し
て
善
畳

に
到
る
の
で
あ

つ
て
、
善
畳
が
正
受
三
昧
の
範
園
に
な
る
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
善
畳
を
中
心

に
し
て
爾
三
昧
を
み
れ
ば
、
善
畳
を
中

心
に
相
表
裏
を
な
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
、
帥
ち
寂
滅
無
畳
の
三
昧
正

受
と
正
畳
正
受
三
昧
と
が
善
畳
に
於

い
て
結
合
さ
れ
、
相
表
裏
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
、
如
く
に
思

は
れ
る
。
吾
々
は

善
畳
な
る
語
に
於

い
て
、
明
暗
双

々
を
考

へ
る
の
で
あ
る
。
十
明
品
の
第
十
明
の
所
に
、

常
在
昌滅

一
切
法
三
昧

正
受
一、
顔
色
無
レ異
…
…
於
固正
受
地
騨、
寂
然
不
動
。
(
大
正
藏
経
第
九
巻
五
八
〇
頁
中
端
)。

と
あ
る
を
見
て
も
、
滅

一
切
法
三
昧
正
受

は
正
受
地
に
於

い
て
寂
然
不
動
で
あ
る
。
故
に
寂
滅
三
昧
と
正
受
三
昧
と

は
、
善
畳

に
於

い
て
表
裏
を
な
し
、
随

つ
て
善
畳

は
三
昧
正
受

で
竜
あ
う
、
正
受
三
昧
で
も
あ

る
。
併
し
善
畳
が
寂
滅

で
な
く
、
寂
滅
よ
6
の
正
受
が
善
畳
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
寂
滅
は
何
庭
迄
も
寂
滅
で
あ
る
が
、
事
實
上

は
個
性

を
見
出
す
べ
き
飴
地
を
ど
≧
か
に
獲

し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
等
畳
よ
う
妙
畳

へ
の
相
に
於

い
て
之
の
事
實
を
無
覗
す

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
七
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

,

、

(四
八
)

る
事
は
出
來
な

い
。
兜
卒
天
讃
佛
品
に
、

如
康
不
出

世
、
亦
無
レ有
二浬
仙肇
。
(
大
正
藏
繹
第
九
巻
四
八
五
頁
下
段
)。

と
あ
る
如
く
如
法
の
如
來
は
出
世
も
し
な
け
れ
ば
浬
桀

も
有
し
な

い
。
随

つ
て
出
世
も
方
便

で
あ
O
、
寂
滅
も

一
つ

の
方
便
で
あ
る
が
、
而
も
能
く

一
切
に
顯
現
す
る
と
言
ふ
の
で
、
前
に
述
べ

禿
如
來
の
正
畳
正
受
三
昧
が
善
畳

三
昧

で
あ
る
。
離
世
間
品
に
、

爾
時
普
賢
菩
薩
、
正
受
三
昧
、
名
昌佛
華
嚴
一。
(普
経
)

爾
時
普
賢
菩
薩
、
入
昌廣
大
三
昧
一、
名
昌佛
華
荘
嚴
一。
(唐
経
)

と
あ
る
如
く
、
滅
甕
三
昧
正
受
は
正
受
三
昧
に
至
り
て
始
め
て
積
極
的
と
な
る
の
で
あ
る
。

正
受
三
昧
が
滅
審
三
昧
正
受
を
通
し
て
の
三
昧
で
あ
る
事
は
、
以
上
の
考
察
で
諒
解
出
來
や
う
。
随

つ
て
正
受
三

昧
が
、
浩
極
を
通
し
て
の
積
極
よ
り
滑
極
に
賜
る
も
の
で
あ
る
事
は
之
に
依
う
て
竜
明
に
な
る
繹
で
あ
る
。
溝
極
よ

り
の
積
極
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
正
受
三
昧

は
認
識
實
践

で
は
な
く
、
身
謹
實
践
で
あ
る
と
言

へ
る
の
で
あ
血
、
身
謹

實
践

に
於

い
て
認
識
實
賎
を
見
る
事

に
な

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
意
味
よ
う
考

へ
て
見
る
に
、
修
道
者
に
先
づ
初
め
に

一
つ
の
暗
示
が
與

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ

の
暗
示
こ
そ

誰
で
竜
菩
薩
道
可
能
と
言
ふ
悉
有
佛
性
で
あ
ら
う
。
故

に
そ
の
暗
示
が
境
に
現
は
れ
る
時
、
宇
宙
を
支
配
す
る
の
道

は
、
我
が

心
を
支
配
す
る
に
有
る
と
言
ふ
修
道
の
根
本
方
針
の
自
畳
と
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
晴
示
が
、
三
昧
正
受
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す

る
事

に
於

い
て
、
漸
次
そ
の
強
度
と
色
彩

と
を
展
開
し

つ
＼
究
寛
寂
滅
三
昧

に
至
り
て
、

一
つ
の
轄

廻
を
豫
想
し

て
居
う
そ
の
轄
廻
に
於

い
て
、
初
め
淀
輿

へ
ら
れ
た
る
暗
示
、
悉
有
佛
性
に
蹄

つ
控
も
の
が
正
受
三
昧
で
あ
る
事
に

な
る
で
あ
ら
う
。
故
に
三
昧
正
受
よ
り
寂
滅
を
経
て
正
受
三
昧
に
至
る
の
、
急
速
短
縮
の
如
何
は

一
つ
に
そ
の
根
氣

の
如
何
に
依

る
の
で
あ
る
。
因

地

一
下

の
爆
螢
と
言
ふ
事
も
、
こ
の
寂

滅
に
て
於

い
て
思

ひ
出
す
の
で
あ
る
。
事
嚴

輕

の
骨
子
と
思

は
れ
る
十
地
品
に
就

い
て
見
る
も
、
畢
覧
は
こ
の
三
昧
正
受
よ
り
正
受
三
昧
に
至
る
身
諮
過
程
を
境

に
帥
し
て
顯

は
し
た
も
の
に
外
な
ら
な

い
。
十
地
品
が
華
嚴
経
の
骨
子
で
あ
り
、
普
賢
の
正
受
三
昧
が
十
地
を
通
し

て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
事

は
、
華
嚴
経

の
主
流
を
な
す
十
住
、
十

行
、
十
廻
向
、
十
地
、
十
明
馬
十
忍
等
の
各
品

を
読
く
各
菩
薩

の
三
昧
よ
り
見
て
竜
推
察
出
來
る
の
で
あ
る
。
今
そ
れ
の
各
菩
薩
の
三
昧
を
見
る
に
、

十
住
品
、
法
慧
菩
薩
が
無
量
方
便
三
昧
正
受
し
て
読
く
。

十
行
品
、
巧
徳
林
菩
薩
が
善
伏
三
昧
し
て
読
く
。

十
廻
向
品
、
金
剛
瞳
菩
薩
が
明
智
三
昧
正
受
し
て
説
く
。

十
地
品
、
金
剛
藏
菩
薩
が
大
智
慧
光
明
三
昧
し
て
読
く
。

と
な

つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
以
下
十
明
品
、
十
怨
品
は
普
賢
菩
薩
が
読
く
事

に
な

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
十
地
以
後

に
普
賢

が
現

は
れ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
か
く
十
住
、
十
行
、
十
廻
向
の
三
昧
境
を
経
て
、
如
法
實
相
如

來
の
法
性
を
威
ず

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
三
昧
境
に
於

い
て

望
あ
つ
て
、
日
常
意
識

の
散
齪
意
識
に
動
か
さ
れ
る
か
ら
、
や
は
う

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(四
九
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(王
○
)

一
つ
の
暗

示
と

し
か
な
ら
な

い
で
あ
ら

う
。
併

し

之

の
暗
示

が
あ

る
か
ら
、

十

地

の
初

地

に
到

う

て
、

散
観

意
識

に

動

か

さ

れ
な

が
ら

も
、

如

來

の
暗

示

に
於

い
て
歓
喜
を

見

出
し
、

随

つ
て
五
根

に
於

い
て
動

か

さ
れ
な

が
ら
竜
、
そ

の
恐

怖

よ

り
離

れ
る
事
が
出

來
る
の

で
あ

る
。

故
に
十

地

の
初

地

に
、

得

菖於

獣
喜

地
一、

帥
過
二五

恐
怖

一
…
…

以
レ不
レ貧
司著
我

及
與

我
所

一故
、

常

行
昌慈
悲

心
"、

恒
有

=恭
敬

"。

(大
正
藏
輕

第
九
巷
五
四
七
頁
下
段
)o

と
あ

る
。

ζ
＼
に
言
ふ
慈

悲

心

は
普
賢

廻
向

の
慈

悲

心

で
あ
り
、
随

つ
て
恭
敬

も
信

恭
敬

で
あ

る
。

故

に
第

二
離

垢

地

に
於

い
て
、

常

生
昌是

心
一、

我
當
事於
昌
一
切
衆

生
中
一、
爲
γ首

爲
γ勝
、

乃

至
於
昌
一
切
衆

生
中

脚、

爲
叩依
止
者
亀。

(大
正
藏
脛
第
九
巻
五

五
〇
頁
上
段
)。
と
言

ふ
普
賢

廻
向

心
を

生
じ
、

同

時

に
叉
、

菩

薩

入
昌二
地
一、
柔
軟

調
和

心
、
堪
レ受
昌不
放
逸

一、
寂

滅
置
ハ不
γ雑
、

亦
無
γ有
昌貧
吝

一。
(大
正
藏
経
第
九
巻
五
五
〇
頁
中
段
)。

と

あ

ウ

、
十

地
経

に

は
第

二
地
に
十
種

の
意

樂

を
墨
げ

て

ゐ
る
。

か
く

の
如

く
散

観
意
識

が

漸
次

純

化

さ
れ
て
、
第

三
明

地

に

至
う
。

菩

薩

深
信

心
。
能

得
昌第

三
地

一、

清
浮

猛
利

心

、
厭
劃離
欲

一不
レ退

、

堅
堪
〃受
無
γ厭

。
(大
正
藏
経
第
九
巻
五
五
二
頁
中
段
)。

の
如

く
、

次
第

に
そ

の
色
彩

と
強
度

を
増

し

つ

＼
、
第

四
飯

地

に
至
う
。

得

覗入
昌第

四
地

・、
即

於
温如

來
家

"、
増

長
得
二勢
力

・、
不
曜退
　於
佛

家
・、
三
寳

不
レ壊

レ信
。
(大
正
藏
輕
第
九
巻
五
五
四
頁
下
段
)
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の
如
く
第

四
地
に
於

い
て
竜
ま
だ
信
を
壊
し
な

い
と
言
ふ
か
ら
、
そ

の
三
昧
勢
力

は
な
を
信
に
迄

到
O
達
し
て
ゐ
な

い
か
ら
、
そ

こ
に
は
必
ず

一
大
誓
ひ
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
達
摩
多
羅
灘
経
に
は
、

滅
時
欲
レ不
γ滅
、
終
不
レ如
γ所
γ欲
。
(
大
正
藏
経
第
+
五
巻
三
〇
四
頁
上
段
)。

と
あ
る
竜
こ
の
滑
息
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
第

五
…難
勝
地
に
到
釦
て
、

四
念
慮
爲
γ弓
、
信
五
根
爲
〃箭
、
四
正
勤
爲
レ馬
、
四
如
意
爲
γ車
、
五
力
以
爲
レ鎧
、
破
醤諸
煩
櫛
賊
一、
勇
健
不
隅退
轄
嚇

直
-入
鵠第
五
地
"。
(大
正
藏
経
第
九
巻
五
五
七
頁
上
段
)。
と
言

ふ
風
に
、

正
に

一
載
を
決
す
る
如
く
に
読

い
て
あ
る
。

≧
の

第
五
地
に
到
壷
て
心
身
の
緊
張
が
(
自
己
限
定
が
)
深
く
な
る
に
從

つ
て
、
そ

の
極
に
到
れ
ば
も
は
や
、
心
身
自
ら
緊

張
出
來
な

い
も
の
と
な
ウ
、
こ
＼
に
於

い
て
そ
の
緊
張

は
心
身

の
揚
に
移
持

つ
て
績
と
な
る
で
あ
ら
う
。
か
＼
る
心

身

の
緊
張
の
極
及
び
そ
の
緊

張
は
、

心
身
自
身

の
性
質
に
と
り
て
は
矛
盾
相
で
あ

る
。
從

つ
て
≧
の
際
、
心
身
に
於

け
る
塞
ぜ
ら
る
べ
き
迷
妄
意
識

は
、
現
實
と
矛
盾
す
る
厭
世
的
と
な
φ
、
人

は
死

丁
る
爲
に
生
き

る
者
と
考

へ
る
に

至
る
で
あ
ら
う
。
善
財
童
子
が
將
に
究
覧
定
に
入
ら
ん
と
す
る
時
、
蒐婆
羅
門
が
、

汝
今
若
能
登
昌此
刀
山
一投
昌火
聚
軸者
、
菩
薩
諸
行
皆
悉
清
浮
。
(大
正
藏
経
第
九
巻
七
〇
〇
頁
下
段
)。
と
言
ふ
の
を
聞

い
て
、

之
の
読
は
邪
遣
な
り
と
疑

つ
た
の
竜
、
恐
ら
く
こ
の
第
五
地
に
相
當
す
る
竜
の
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
捕

へ
る
も
の

と
捕
は
れ
る
も
の
と
が
そ
の
場
に
含
ま
れ
、
心
身

の
場
の
動
き
出
す
の
が
第
六
現
前
地
で
あ
る
。
故
に
第
六
地
に
十

の
塞
三
昧
を
墨
げ
て
ゐ
る
が
そ
れ
は
輩
な
る
塞
三
昧
で
は
な
く
、
性
塞
三
昧
に
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

普
賢
行
と
正
受
三
昧

.

(正
一
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(五
二
)

具
勘足
五

地
行

騨、
知
昌諸
法
無

性
一、
無

相

無
生

滅
、
本

來
常

清
澤
、
無
γ有
昌諸
戯
論

顧。
(大
正
藏
経
第
九
巻
五
五
九
頁
下
段
)。

と
説

い
て
あ

る
。
宗

密
輝
師

が
註
華

嚴

法
界
観

門

に
於

い
て
、
塞

は
大

乗

の
初

門
で

あ
る
事

を
論
じ
、

樗
伽

経

を
引

用
し

て
、

若

昌
心
燈

滅

一、

不
レ異
昌外

道
断

滅
戯
論

一。
(大
正
藏
経
第
四
+
五
巻
六
八
五
頁
上
段
)。
と
辮

ぜ
ら

れ

て
ゐ

る
の
も

、

≧

の
事

を

留
意

せ
し

め
禿
竜

の
と
思

は
れ

る
。

こ
の
六
地
現

前

は
、
緊

張
が
場

に
移

・9
、
揚

の
持

績

に
限
定

さ
れ

る
不

ご
で
あ

る
。

故
に
突
「
捉

へ
て
み

れ
ば

我

が
子

な
う
」
、
と
言

ひ
合

ふ

不
二
の
慈
悲

と
な

ウ
、
從

つ
て
そ

の
慈
悲

は
全
き
静

さ

が
豫

期

さ

"
る
と
共

に
、

よ
り
徹
底

的
に

衆
生

世
界

に
開

顯

せ
ん
と

し
て
第

七
遠

行
地

に
到

り
、
衆

生

に
代

ウ

て

一

切

の
苦

毒
を

受
け

る
べ

く

一
慈

悲

心
を

生
ず

る
謬

で
あ

る
。

一
時

生
昌方
便

智

一、

入
昌七
地
尋、

行
昌塞
相

願

一、
而
修
昌慈

悲

心
一。

(大
正
藏
経
第
九
巻
五
六
二
頁
下
段
)。

と

読

い
て
あ

る
。

か

く

の
如

く
現

前
帥
慈

悲
と

な
め
、

一
切

の
苦
毒

を
甘

受
せ

ん
と
す

る

か
む

、
そ

≧
に

は
全
く

一
切

を

還
離

す

る
大

方

便

を

俘

ふ
事

に
な

る

の
で
あ

る
。
第

八
不
動

地

に
到

り
て
、

菩

薩

佳
昌是

地
贈、
諸

勤
方
便

身

口
意

行

、

皆

悉
息

滅
、
住
昌大
遠

離

幽、
如
下人
夢

中
欲
レ渡
昌深
水

一、

登

昌大
精

進
一、

施
昌

大

方
便
り、
未
y渡

之
問

、
忽

然
畳

、

諸
方
便

事

、
皆

悉
放
捨
亀、
菩

薩

亦
如

是
、
從
7初

已
來
。
(大
正
藏
経
第
九
巻
五
六
四

頁
中
段
)。と
響
喩

を
以

つ
て
身
設

を
読

か
れ

て
ゐ
る
。

こ

の
地

に
於

い
て
は
慈

悲

と
大

方
便
と

を
以

つ
て

の
故

に
、
今

迄

の

諸
地

の
過
程
が

全
部
息
滅

さ

れ
て

、
全
く
寂

滅

に
な

つ
た

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
地
を
通

る
や

全

く
寂

滅
現
前
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す
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
上
の
引
文
の
終
り
に
、
從
初
已
來
L
と
は
、
初

め
の
晴
示
が
こ
の
地
に
於

い
て
、
得

ら

れ
る
事
を
顯

は
す
も
の
で
あ

つ
て
、

≧
＼
で
智
賢
の
無
生
法
忍
不
動
地
を
得
鬼
事
に
な
る
。
故
に
≧
の
地
に
於

い

て
諸
佛
が
佛
の
十
力
、
四
無
所
畏
、
十
八
不
共
法
を
與

へ
て
稻
讃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
第
九
善
慧
地
、
第
十
法

雲
地
は
第
八
地
を
基
礎
に
し

て
大
精
進
し
、
佛
飾

の
華
と
な
り
獲
化
出
渡
自
在
と
な
る
を
説
く
故
に
、
十
地
の
中
心

地
は
第
八
地
で
あ
夕
、
随

つ
て
普
賢

の
中
心
地
と
な
る
。

こ
の
十
地
を

一
括
し
て
言

ひ
表
は
し
た
の
が
、
三
昧
正
受

が
寂
滅
を
通
し
て
善
豊

の
正
受
三
昧
に
な
る
事
で
あ
る
。
次

に
入
法
界
品
三
十
四
の
七
に
現
は
れ
る
難
忍
國
土
訪
問

の
善
財
童
子
を
み
る
に
、

『
善
財
童
子
が
難
忍
國
土

の
師
子
奮
迅
比
丘
尼

の

一
切
寳
師
子
座
を
み
る
に
、
比
丘
尼
は

こ
の
座
に
て
、
十
八
天
を
通

り
、
十
地
を
経
て
不
退
轄
を
得
て
ゐ
る
。
何
を
以

つ
て
の
故
に
、

之
の
比
丘
尼
百
萬
阿

僧
砥
般
若
波
羅
密
門
を
成
就
し
た
る
が
故
に
…
…
』
。
と
あ
る
。
是
に
依
φ
て
見
て
竜
、
般
若
門

は
十
地
を
経

る
事
に

依
り

て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
ウ
、
随

つ
て
普
賢

は
般
若
門
を
経
た
も
の
で
あ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
十
地

は
、
同
品
に
百
千
億

の
三
昧
を
得
る
云
々
、
と
言
ふ
如
く

一
切
の
三
昧
を
、
境
よ
り
し
て
段
階
的

に
表

は
し
た
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
簡
軍
な
十
地
の
管
見
に
於

い
て
、
三
昧
正
受
が
境
に
表
は
れ
て
行
く
の
を

段
階
的
に
大
略
諒
知
出
來
る
と
思
ふ
。
さ
れ
ば
こ
の
十
地
に
依
め
て
見
て
も
、
三
昧
正
受
は
涯
か
れ
、
早
か
れ
普
賢

の
爲
に
盲
受
の
過
程
を
辿

る
竜
の
で
あ
る
事
を
知
る
。
か
く
三
昧
正
受
な
る
普
賢
盲
受
を
得
て
成
就
し
た
も
の
が
普

賢

正
受
三
昧
で
あ
ら
う
。
故
に
普
賢
は
、
修
道
者
の
三
昧
正
受
す
る
普
賢
盲
受
に
於

い
て
、
普
賢
自
身
の
正
受
相
を

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(
五
三
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(丑
四
)

見

る

の
で
あ
釦

、
随

つ
て
普
賢

行

に
於

い
て
利
盆

を
受
け

る
竜

の

は
、
普

賢
且

身

で
も
な

け

れ

ば

丈

殊

で
も
な

く

唯
、

生
盲
な

衆
生

で
あ

る
。

故

に
性
起

品
に

か

の
有
名

な
昇

日

の
讐

へ
を
墨

げ

て
、
・衆
生
の
受

け

る
利

盆
を
次

の
如

く
読

い
て
ゐ

る
。

讐

如
三明
澤

日
、

出
凱現

於

世
間

聯、
生

盲
錐
γ不
γ見
、

而
能

作
昌饒

盆
"、

険
司滅
飢
潟
患

辱、
令

二身
柔
軟

樂

一、
當
γ知
明

澤

日

、
無
レ所
レ不
昌饒

釜
一、
佛

日
亦
如
γ是
、

出
罰現
於

世
間

一、
錐
γ無
"信

心
眼

噛、

而
爲

作
昌饒

盆
一。
(大
正
藏
縄
第
九
巻
六
一
八

頁
上
段
)。
(性
起
品
)
と
あ

る
。
衆

生

は
生
盲

な
る
が

故

に
利

盆

を
受

け

る
。

次

に
普

賢

の
衆

生
濟
度

の
態
度

は
、

菩

薩

見

巳
起
昌慈

悲

心
一、
響

如
7有
レ人
、

唯
有

二

子

騨、

愛
念
情

重
、
忽

有
γ人

來
、

割
罰戴

共
身
肢
節

手

足
一、
慈

父

見

巳
悼
側

悲
念
亀。

(大
正
藏
経
第
九
巻
七
五
四
頁
下
段
)。
(入
法
界
品
)

諸

法

不
一自
在

一、

求
γ實

不
『可
γ得
、

是

故

一
切
法
、

一
一
倶

不
昌相
知
一、

響

如
▼験

水
流
、

流

々
無
昌絶
己

一、

二
倶
不
中相

知

&、
諸

法
亦
如
γ是

。
(大
正
藏
経
第
九
巻
四
二
七
頁
上
段
)。
(明
難
品
)。

-

菩

薩
巧
徳

河

、
随
罰順

正
道
流
一、

常

爲
昌生
死
橋

鮪、
度
レ人

無
昌休
息

一、
(大
正
藏
経
第
九
巻
六
七
一
頁
中
段
)。
(離
世
間
口㎜)。

流

轄

則
生
死
、

非
轄
則

浬
桑

、
生
死

及
浬

桑

、

二
皆

不
レ可
γ得
、
(大
正
藏
経
第
九
巻
四
四
三
頁
下
段
)。
(菩
薩
雲
集
妙
勝
殿
上
説

偶
品
)。
菩
薩

に
範

を
垂

れ
給
ふ

如
來

佛

を
み

る

に
、

如

來
、

以

圏無
障
擬

清
澤

天
眼

一、

観
尉察

一
切
衆

生
一、
観

巳
作
昌如
γ是
言

'、

奇
哉

々
々
、
云
何
如

來

具

足
智
慧
在

昌於

身

中

騨、
而

不
昌知
見

一我
當
下敷
昌彼

衆

生
噛、

畳
昌悟

聖
遣
一、
悉
令
コ永

離
昌妄
想

顛
倒
垢

縛

剛、
具
見

如

來
智

慧
在
昌其

身
内
門
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與
レ佛
無
汐異
。
(性
起
品
)。
(大
正
藏
経
第
九
巻
六
二
四
頁
上
段
)。

随
昌其
所
鷹
,普
示
現
、
令
'樂
レ色
者
得
解

脱
一、
柔
輕
美
聲
如
三
辰
轡
蝦

拘
置
ハ羅
等
微
妙
音

、
具
足
八
種
梵
昔
聲
、
随
昌

其
所
7樂
爲
読
γ法
、
八
萬
四
千
諸
法
門
、
諸
佛
以
レ此
度
昌衆
生
輔。
(
大
正
藏
経
第
九
巻
四
三
五
頁
中
段
)。
(賢
首
品
)

六

吾
々
は
以
上
の
論
述
に
於

い
て
、
普
賢
行
と
は
十
地
の
段
階
を
通
る
三
昧
正
受
を
経
た
所
の
、
正
受
三
昧

の
身
謹

で
あ
る
事
を
略
々
理
解
し
得

だ
と
思
ふ
。
併
し
な
が
ら
吾
人
は
こ
の
論
述
の
全
鵬

に
わ
た
り
て
、
鉄
く
可
か
ら
ざ

る

問
題
を
残
し
て
ゐ
る
。
と
言
ふ
の
は
前
述
に
於

い
て
、
正
受
三
昧
が
塞
虚
な
形
式
に
非
る
事
を
立
謹
せ
ん
が
爲

に
、

三
昧
正
受
な
る
竜
の
を
十
地
に
就

い
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
な
を
未
だ
十
地
の
地
な
る
も
の
に
就

い
て
論
及
し
て
ゐ

な

い
事

で
あ

る
。
何
故
な
れ
ば
、
地
な

る
も
の
が
限
定
さ
れ
な

い
限
り
、
地
に
表

は
れ
る
境
心
は
塞
虚

に
な
う
勝
ち
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
随

つ
て
地
な
る
問
題
は
之
の
論
全
膿
に
わ
た
る
の
で
あ
る
が
、
所
詮

こ
の
問
題
は
、
修
道
者
が

三
昧
正
受
を
究
覧
せ
ん
が
爲
に
、
十
地
の
段
階

を
経

る
に
は
如
何
に
す
べ
き

か
と
言
ふ
具
謄
的
な
方
法
論
に
選
元
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
普
賢
が
普
賢
た
る
前
に
何
で
あ

つ
た
か
を
み
た
の
が
三
昧
正
受

で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
具
禮
的
な
方
法
の
な

い
修
道
段
階
な
め
、
理
想
な
φ
は
、
修
遣
君
に
取

つ
て
塞
境
で
あ
る
に
蓮

ひ
な

い
。
故
に

十
地
品
の
初

め
に
、
「
金
剛
識
菩
薩
、
読
昌十
地
名
一巳
獣
然
而
住
」
と
あ
り
、
座
に
居
る
諸
菩
薩
は
皆
心
に
猜
豫

を
懐
き

何
故
に
こ
の
名
を
読
き
て
而
も
そ
の
義
を
演
ぜ
ざ
る
と
、
皆
聴
聞
せ
ん
と
欲
し
て
、
渇
し
て
甘
露
を
思
ふ
が
如
し
と

普
賢
行
と
正
受
三
昧

(五
五
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(五
六
)

あ

る
を
み
れ
ば
、

こ
の
滑
息
を
よ
く
知

り
得
る
。
未
達
の
諸
菩
薩
に
十
地
を
見
せ
し
め
ん
と
し
て
、
忽
ぶ
に
堪
え
ず

し
ズ
黙
然
た
る
金
剛
藏
菩
薩
と
、
そ
れ
を
知
ウ
度
き
事
、
潟
し
て
甘
露
を
思
ふ
が
如
き
諸
菩
薩
と
の
間
に
は
、
忍
び

得
ざ
る
問
隔
と
叉

一
面
そ
の
連
結
す
べ
き
飴
地
と
が
窺

は
れ
る
で
は
な

い
か
。

華
嚴
経
に
就

い
て
、
こ
の
具
騰
的
方
法
論
を
追
求
す

る
な
ら
ば
、
私
は
之
の
論

の
初

あ
に
、
如

來
の
海
印
三
昧
し

給
ふ
座
が
蓮
華
藏
師
子
之
座
で
あ
ウ
、
佛
を
巡
る

一
切
菩
薩

の
座
が
結
蜘
跣
坐
で
あ
る
事
を
述
べ
て
お
い
た
の
で
あ

る
。
吾
々
は
こ
の
坐
を
解
明
す
る
事
に
依
り
て
、

こ
の
問
題
を
理
解
す
る
事
が
出
來
る
と
思
ふ
。
何
故
な
れ
ば
修
道

者
に
と
り
て
は
、
佛
と
菩
薩
と
連
結
す
る
も
の
は
悉
有
佛
性
で
あ

る
と
同
時
に
、
具
髄
的
に
蓮
結
し
て
ゐ
る
竜
の
は

道
揚
内

の
結
珈
蹟

坐
に
於

い
て

聖
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
澤
眼
品
と
盧
舎
那
品

は
、
本
経

の
総
序

で
あ
り
、
同
時
に
本

経

の
現
は
る
べ
き
舞
塁
の
荘
嚴
光
景
を
読
く
も
の
で
あ

つ
て
、
そ

の
甚
深
微
妙
な
る
事

に
至
り
て
は
、
到
底
私

の
窺

ひ
得
ざ
る
斯
で
あ

る
が
、
坐
に
就

い
て
み
る
な
ら
ば
、
澤
眼
品
に
読
か
れ
る
菩
提
樹
下
正
畳

の
佛
を
み
る
に
、

爾
時
於
昌佛
師
子
之
座
、

一
切
妙
華
摩
尼
寳
輪
高
嘉
縷
観
荘
嚴
具
中
一、

一
々
各
出
昌
一
佛
世
界
微
塵
歎
等
大
菩
薩
衆
{

其
名
日
昌海
慧
超
越
菩
薩

鱒、
如
γ是
等

一
々
佛
世
界
微
塵
歎
等
大
菩
薩
衆
、

設
昌諸
供
養
一、
…
…
、

如
y是

一
々
菩
薩
所
昌供
養
一具
、
各
與
二

佛
世
界
微
塵
歎
一等
、

一
々
供
具
復
與
二

佛
世
界
微
塵
歎
一等
、

皆
大
歓
喜
、
供
罰

養
世
奪
一逡
百
千
匝
巳
、
随
昌其
所
鷹
"供
勘養
大
衆
一、
猶
如
昌雲
函

而
無
昌断
絶
'、
随
晶所
γ出
方
鱒、
化
昌作
寳
蓮
華
藏
師
子

之
座
噂、
恭
敬
向
レ佛
結
珈
跣
坐
。
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と
あ
る
こ
の
甚
深
な

る
読
き
方
に
至
参
て
は
、
十
玄
六
相
等
竜
沈
獣

を
守

る
で
あ
ら
う
。
兎
も
角
以
上
の
引
丈
に
依

る
と
、
佛
、
師
子
之
座
荘
嚴
具
中
よ
う

一
々
各

一
佛
世
界
微
塵
藪
に
等
し
き
大
菩
薩
衆
を
出
し
、
そ
の
大
菩
薩
衆

は

そ

の
所
懸

に
随

ひ
て
大
衆
を
供
養
し

つ
＼
そ
の
出
方
に
随

ひ
て
、
寳
蓮
華
藏
師
子
之
座
を
化
作
し
て
、
恭
敬
し
佛
に

向

つ
て
結
珈
跣
坐
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
之

に
依
り
て
佛

の
蓮
華
藏
師
子
之
座
は
佛

の
座
中
よ
り
出
だ
し
だ

る
大
菩
薩
衆
の
結
珈
跣
坐
上

に
荘
嚴
さ
れ
た
座
で
あ
る
事
が
明
か
に
な

る
の
で
あ
る
。
次
に
盧
舎
那
品
の
初
め
に
。

爾
時
世
尊
、
知
昌諸
菩
薩
心
之
所
念
葡、
即
於
昌面
門
及

一
々
歯
間
一、
各
放
呂佛
世
界
塵
敷
光
明
一、
所
謂
…
…
如
γ是
等

一
ρ
光
明
、
各
有
昌世
界
微
塵
歎
光
明
一、
以
爲
昌春
囑
一、

一
々
光
明
、
照
二十
佛
土
微
塵
等
刹
一、
彼
諸
菩
薩
見
二此
光
"

む已
。
得
y観
鵠蓮
華
藏
荘
嚴
世
界
海
一。

と

あ
る
。
之

は
恐
ら
く
佛
が
正
畳
を
成
じ
絡
め
て
、
佛
刹
内
の
菩
薩
衆
を
照

し
給
ふ
揚
面
で
あ
ら
う
。
故
に
次

に
直
ち
に
、

『
爾
時
蓮
華
藏
荘
嚴
世
界
海
の
十
方
各
佛
王
刹

の
佛
王
及
び
王
菩
薩

が
、
佛
光
明
の
開
磯
す
る
所
と
な
う
巳
り
て
、
世
界
微
塵
歎
菩
薩
谷
厨
と
共
に
佛

の
所
に
來
向
し
て
、
各
々
そ

の
來

方
に
あ
φ
て
、
師
子
座
上
に
結
珈
蹟
坐
す
』
。
と
読

い
て
あ
る
。

こ
＼
に
注
意
す
べ
き
は
各
佛
刹
の
世
界
塵
歎
菩
薩
春

属

は
、
捜
だ
佛
光
明
の
開
登
す
る
所
と
な
り
絡

つ
て
ゐ
な

い
事
で
あ
る
。
世
界
の
衆
生
相

は
既
に
ご
＼
に
見
え
て
ゐ

る
。
而
し
て
前

に
は
佛
の
座
中
よ
う
出
し
π
る
菩
薩
衆
の
結
珈
践
坐
上
に
師
子
之
座
が
荘
嚴
さ
れ
だ
の
で
あ
る
が
、

こ
、
で
は
佛
刹
十
方
の
各
佛
王
及
び
王
菩
薩
衆
が
師
子
座
上
に
結
鋤
跣
坐
す
と
読
く
の
で
あ

つ
て
、
恰
も
前
の
結
珈

鉄
坐
と
後
の
結
珈
践
坐
と
の
位
置

が
顛
倒
し
て
ゐ
る
か
の
如
き
観
が
あ
る
。
蓋
し
引
文
に
明

か
な
る
が
如
く
、
前
の
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結
珈
跣
坐
は
佛
の
師
子
座
荘
嚴

の
供
養
相
で
あ
う
、
後
の
そ
れ
は
佛
の
師
子
座

に
照
ら
さ
れ
る
相
で
あ
る
。
故
に
結

脚
跣
坐
は
こ
の
二
面
よ
り
の
相
を
有

す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
佛
供
養

の
相
と
照
ら
さ
れ
る
大
衆
敏
化
の
相
で
あ
る
。

さ
れ
ば
修
道
者
は
結
珈
跣
坐
に
於

い
て
日
常
生
活

に
ゐ
け
る
普
賢
行
願

の
相
を
見

る
の
で
あ
る
。
佛
正
畳

を
成
じ
終

う
て
海
印
三
昧
し
給
ふ
や
、
十
方

一
切
菩
薩
衆

は
佛
の
師
子
座
上
に
結
珈
朕
坐
す
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
照
ら

さ
れ
る

一
切
菩
薩
衆

は
、
結
脚
跣
坐
の
下
を
拝
む
事
に
於

い
て
、
師
子
座
を
見
る
事

に
な
る
の
で
あ
る
が
、

『
そ
の

時
世
奪
は
十

方
よ
う
雲
集
せ

る

一
切
菩
薩
大
衆

に
佛
無
量
無
邊
境
界
方
門
を
知
ら

し
め
ん
と
欲
し
、

一
切
世
界
に
於

い
て
・

一
切
諸
佛
大
雲
を
雨
ふ
ら
し
て
普
賢
菩
薩
を
顯
現
し
給

甑
・
大
衆
に
示
し
終
う
て
還

つ
て
佛

の
足
下
相
輪
中

に
從

つ
て
入
る
。
』
と
読

い
て
あ
り
、
叉
そ
の
現
れ
た
『
普
賢
菩
薩
は
如
來
前
に
於

い
て
、
蓮
華
藏
師
子
座
に
坐
し

一
切

如

來
浮
藏

三
昧
正
受
に
入
ウ
、

こ
の
三
昧
に
入
う
終

る
や
、
佛

は
之
を
讃
歎
し
給

ひ
、
佛

の

一
切
智
を
與

へ
て
、
十

方
諸
佛
右
手
を
伸
ば
し
給

ひ
普
賢
菩
薩
の
頂
を
な
で
給
ふ
の
で
、
十
方

一
切
菩
薩
大
衆
は
≧
の
光
景

を
見
終
り
て
、

一
心
に
恭
敬
し
て
普
賢
菩
薩
を
観
ず
る
』
。
と
説

い
て
あ
る
。
之
に
依
り
て
み
る
と
、

一切

菩
薩
衆
代
表
の
普
賢
菩
薩

が
、
他
の
菩
薩
衆
と
同
じ
結
蜘
朕
坐
を
以
つ
て
、
如
來
前
の
師
子
座

に
坐
し
て

一
切
如
來
浮
藏
三
昧
正
受
し
了

る
や

普
賢
菩
薩

の
結
珈
跣
坐
が
直
ち
に
師

子
座
と
化
し
た
る
を
以

つ
て
、
佛
は
佛
の

一
切
智
を
與

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
事

を
窺

ふ
事
が
出
來
る
。
輕
文
に
他
の
菩
薩
衆
の
如
く
普
賢
菩
薩
師
子
座

上
に
結
蜘
践
坐
す
と
は
読

い
て
ゐ
な

い
。

只

師
子
座
に
坐
す
と
あ

る
を
み
て
も
明
か
で
あ
る
。
故
に
如
來
の
師
子
座
と
菩
薩

の
結
跡
跣
坐
と
の
連
結
は
、
普
賢
菩

78



薩
に
依
ウ
て
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て

一
切
菩
薩
衆
は
普
賢
菩
薩
と
同
じ
結
珈
践
坐
を
以

つ
て
、
普
賢
菩
薩

を
観
察
す
る
事
に
依

つ
て
、
師
子
座
を
拝
す
る
事
が
出
來
る
と
言
ふ
事
が
、
普
賢
菩
薩
に
依

つ
て
立
謹
さ
れ
禿
る
が

故
に

一
心
に
普
賢
菩
薩
を
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
華
嚴
経
に
お
け
る
修
道
観
は
結
珈
跣
坐
せ
る

一
切
世
界
の

一
切
菩
薩
衆
が
、
普
賢
菩
薩
を
観
察
す
る
以
外
に
は
、
師
子
座
上

の
如
來
を
拝
す
る
道
が
な

い
で
あ
ら
う
し

叉
同
普

賢
菩
薩

を
観
察
す
る
所
の

一
切
世
界

の

一
切
菩
薩
衆
は
結
珈
跣
坐
以
外
に
は
、
普
賢
を
通
じ
て
蓮
華
座
に
結
合
す
べ

き
方
法
が
な

い
謬
で
あ
る
。
さ
れ
ば
本
纏
の
修
道
観

は
、

一
切
世
界
の

一
切
菩
薩
衆

は
普
賢

行
成
就
可
能
と
言
ふ
悉

有
佛
性
の
暗
示
と
、
普
賢
を
通
じ
て
師

子
座
と
相
鷹
ず
べ
き
結
跣
鉄
坐
と
が
、
そ
の
二
大
要
素
を
な

し

て

ゐ

る
事

は
、
以
上
の
簡
軍
な
る
考
察
に
治
い
て
竜
諒
知
出
來
る
と
思
ふ
が
、
な
ほ
之
を
経
全
膿

に
わ
た
め
て
見
れ
ば
、
第
二

會

の
明
號
品
に
竜
盧
舎
那
品
に
読
け
る
が
如
く
、
L

爾
時
世
尊
、
知
昌諸
菩
薩
心
之
所
念
騨、
帥
如
昌其
像
一現
昌紳
通
カ
一、
現
鵡神
通
力
一巳
。
と
あ

つ
て
、
次
に

『
十
方
佛
刹

の
各
代
表
菩
薩
が
各
十
方
土
塵
歎
菩
薩
と
共
に
佛
所
に
來
詣
し
て
供
養
し
、
各
來
方
に
於

い
て
蓮
華
藏
師
子
之
座
を

化
作
し
て
結
脚
跣
坐
す
」
。
と
読
か
れ
て
ゐ
る
。
何
の
爲
に
叉
第
二
會
に

お
い
て
か
＼
る
事
を
説
く
か
。
恐
ら
く
之

は

正
し
く
そ
の
會
に
お
け
る
菩
薩
衆
に
甥
し
て
、
佛
自
ら
親
し
く
そ

の
修
道
観
を
菩
薩
大
衆
に
垂
れ
給
ふ
の
で
は
あ

る

ま

い
か
。
故
に
次
の
第
三
會

よ
う
第
四
會
、
第
五
會
の
兜
卒
天
宮
會
に
到
る
各
天
會
を
、
佛
は
菩
提
樹
下
の
座
よ
り

し
て
不
起
此
座
で
昇
り
給

ふ
の
で
あ
る
。
そ
の
各
天
宮

に
昇

り
給
ふ
や
、
必
ず
そ
の
天
宮
の
師
子
座
に
上
り
て
結
跡
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銑
坐
し
給
ふ
と
あ
る
。
佛
が
各
天
宮
に
於

い
て
結
珈
跣
坐
し
給
ふ
所
の
脛
文
を
あ
ぐ
れ
ば
、

第
三
須
彌
天
宮
會
。
爾
時
世
奪
、
昇
昌師
子
座
一結
跡
跣
坐
。
(大
正
藏
経
第
九
巷
四
四
一
頁
下
段
)。

第
四
夜
摩
天
宮
會
。
爾
時
世
尊
、
昇
昌其
寳
殿
寳
蓮
華
藏
師

子
座
上
鱒結
跡
跣
坐
。
(
大
正
藏
経
第
九
巻
四
六
三
頁
中
段
)。

第
五
兜
率
天
宮
會
。
爾
時
世
奪
、
昇
二

切
寳
荘
嚴
殿
妙
意
寳
藏
師
子
之
座
一、
結
珈
践
坐
。

(
大
正
藏
経
第
九
巻
四
八
四

頁
下
段
)。

か
く
の
如
く
佛

は
第
五
會
に
到
る
迄
各
會
に
お

い
て
、
佛
は
親
し
く
そ
の
修
道
観
を
菩
薩
大
衆
に
提
示
し
給
ふ
の
で

あ
る
。
扱
て
各
會

に
於
け
る
こ
の
提
示
に
お
い
て
、
吾
々
の
注
意
す
べ
き

は
、
佛
が
菩
提
樹
下
座
よ
φ

「
不
起
此
座

昇
各
天
」
と
言
ム
「
不
起
此
座
」
な
る
語
と
結
跡
践
坐
な
る
語
と
の
二
で
あ

る
。

佛
の
提
示
し
給

ふ
所
の
「
不
起
此
座
昇
」
と
「
結
珈
跣
坐
」
と
が
、
修
遣
菩
薩
衆
に
反
鷹
す
る
や
、
「
叉
見
昌庭
座
唱」
と

「
結
跡
跣
坐
」
と
に
轄
廻
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
故

な
れ
ば
前
に
述
べ
た
る
如
く
修
道
菩
薩
衆
は
、
師
子
座
の
上
に
結

珈
跣

坐
し
て
ゐ
る
か
ら
、
結
珈
践
坐
の
下
に
徹
す
る
事
に
依

つ
て
師
子
座
を
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

「
叉
見
庭
座
」
な
る
語
は
、
入
法
界
品
三
十
四
の
七

に
読
か
れ
る
文
句
で
あ

つ
て
、
善
財
童
子
が
、
難
忍
國
の
師
子
奮

迅
比
丘
尼
の

一
切
寳
師
子
座
を
み

る
に
、
「
叉
見
庭
座

々
々
々
々
」
で
結
局
彼
の
比
丘
尼

は
十
八
天
を
通

り
十
地
を
通

う
て
、
巳
に
百
萬
阿
僧
祇
般
若
波
羅
密
門
を
成
就
せ
る
故
に
不
退
轄
を
得
完
の
を
見
尤
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

之
＼
に

善
財
童
子
を
か
ゆ
て
そ

の
座
の
深
み
ゆ
く
の
を
読
く
の
が
面
白

い
所
で
あ

つ
て
、
そ
れ
を
み
た
善
財
童
子
は
や
が
て
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か
く
の
如
く
深
か
み
行
く
わ
け
で
あ
る
。
入
法
界
品
に
も
盧
舎
那
品
に
お
け
る
が
如
く
に
結
蜘
跣
坐
の
事
を
読

い
て

ゐ
る
の
で
、
華
嚴
経
に
現

は
れ
る
坐
と
言

へ
ば
大
別
し
て
、
師
子
座
と
結
珈
跣
坐
の
二

つ
し
か
な

い
の

で

あ

る

か

ら
、

こ
の
比
丘
尼
の
座
竜
結
馴
跣
坐
を
即
す
る
師
子
座
で
あ
う
、
善
財
童
子
竜
勿
論

結
蜘
跣
坐
に
帥
し
て
、
見
た
通

う
に
深
み
ゆ
く
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
第
五
會
に
到
る
迄
の
各
會
及
び
第
八
會

と
竜
皆
か
く
の
如
き
修
道
観
を
、

佛
は
親
し
く
提
示
し
給

ふ
た
の
で
あ
る
が
、
第
六
會
及
び
第
七
會

に
は
是
が
な

い
。
恐
ら
く
之
は
修
道
菩
薩

の
漸
次

浄
化
き
れ
て
ゆ
く
氣
熟
に
依
る
も
の
で
、

一
切
の
修
道
菩
薩
衆
が
第

一
會
よ
6
第
二
會
を
経
て
第
五
會
に
到
る
や
、

十
住
、
十
行
、
十
廻
向
等
漸
次
修
業
し
て
十
廻
向
に
到
う
得
て
、

一
切
菩
薩
衆
は
皆
廻
向
の
不
退
韓
を
得
て
ゐ
る
か

ら
、
最
早
佛
自
ら
修
道
の
範
を
垂
れ
給
ふ
べ
き
必
要

は
な
く
な

つ
た
わ

け

で

あ

る
。
普
賢
成
就
に
廻
向
不
退
で
あ

り
、
師
子
座

に
廻
向
不
退
で
あ
る

一
切
菩
薩
衆

は
、

こ
㌧

に
修
道
の
不
退
を
得
て
ゐ
る
か
ら
、
最
早
佛
の
提
示
を
要

せ
ず
、
菩
薩

自
ら
第
六
會

の
十
地
に
到
り
て
、
そ

の
廻
向
相
を
清
算

す
れ
ば
良

い
の
で
あ
る
。
故
に
第
六
會

を
維
て

第
七
曾
に
到

る
や
前
會
に
普
賢
成
就
せ
る
普
賢
菩
薩
が
佛
と
座

を
な
ら
べ
て
、
正
受
三
昧
す
る
事

に
な

る

の

で

あ

る
。
以
上

の
如
き
修
業
段
階
と
菩
薩

行
が
、
鷹
機
衆
生
に
如
何
に
表
は
れ
て
ゆ
く
か
を
、
實
践
的
に
現
は
し
禿
も
の

が
入
法
界
品
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
る
如
く
華
・嚴
維
に
は
嚴
然
禿
る
修
溢
観

を
有
し
、
そ

の
二
大
要
素
が
、
普
賢

行
成
就
可
能

の
悉
有
佛

性
と
、
結
珈
蹟
坐
と
で
あ
る
。
随

つ
て
修
道
後

の
所
得
が
如
來
の

一
切
智
を
得
た
普
賢
行
と
、
如
來
と
並
坐
す
る
師

曲日賢
行
と
正
受
三
昧

(
六
一
)
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普
賢
行
と
正
受
一一一昧

(六
二
)

子
座
と
で
あ
る
課
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
修
道
観
よ
む
見
れ
ば
、
座
を
離
れ
て
考
察
さ
れ
た
る
三
昧

は
塞
境
な
三
昧

に
な
・9
勝
ち
で
あ
る
。
達
摩
多
羅
灘
維
に
、
三
昧
境
界
地
、
思
惟
所
生
果
。
(
大
正
藏
経
第
+
五
巻
三
一
二
頁
下
段
)。
と
説

い

て
あ
る
を
見
て
も
容
易

に
認

め
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
故
に
華
嚴
輕

に
於

い
て
は
、
如
來
の
蓮
華
藏
師
子
座
を
離
れ
て

は
、
如
來
海
印
三
昧
の
荘
嚴
な

る
光
景
を
葬
察
す
る
事

は
出
來
な

い
で
あ
ら
う
し
、
又
師
子
座
上
に
設
け
ら
れ
疫
る

所
の
佛
刹
十
方

一
切
世
界
の
菩
薩
衆
の
結
鋤
跣
坐
を
離
れ
て
、

一
切
菩
薩

の
三
昧
を
考
察
す
る
事
は
、
修
遣
上
無
意

味
な
事
に
な
る
か
竜
知
れ
な

い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
修
道
者
が
三
昧
を
考
察
す
れ
ば
す
る
程
、
普
賢
行
に
封
す

る
憧
憬

の
念
が
増
加
す
る
に
違

ひ
な

い
。
而
し
て
憧
憬
の
念
が
増
加
す
れ
ば
す

る
程
、
日
常
生
活
に
於

い
て
尚
不
純

な
る
も
の
を
見
出
す
事
と
な
り
、
吾

々
の
安
心
を
よ
う
強
く
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
故
に
普

賢
に
甥
す
る
純
な
る
憧
憬

の
念
は
、
先
づ
吾
々
に
絶
封
な
る
安
心
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
要
求
を
實
現
す

る

事
が
、
華
嚴
脛
に
て
は
結
脚
践
坐
に
即
し
て
師
子
座
を
見
出
す
事
で
あ
血
、
是
を
可
能
な
る
事
と
し
て
保
謹

さ
れ
る

の
が
、
菩
提
樹

の
下
に
於
け
る
繹
奪
の
蓮
華
座
で
あ

る
。

そ

≧
で
華
嚴
経
の
修
遣
に
就

い
て
、
賢
首
大
師

の
探
玄
記
を
見
る
に
、
修
道
者
に
と
う
て
は
少
く
と
も

一
つ
の
淋

し
さ
を
威
ず
る
の
で
あ
る
。
何

と
な
れ
ば
探
玄
記

に
は
、
如
來

の
師
子
座
に
、
普
賢
に
依
う
て
蓮
結
さ
る
べ
き
菩
薩

衆

の
結
脚
跣

坐
を
ば
少
し
も
読

い
て
ゐ
な

い
。
探
玄
記

に
如
來
の
蓮
華
藏
師
子
座
を
読
く
事

は
實
に
精
密
で
あ
る
。

併

し
そ
れ
は
唯
光
景
を
読
く
に
す
ぎ
な

い
。
そ

の

一
例
を
あ
ぐ
れ
ば
、
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初
明
目道
揚
地
㌦

二
地
上
有
昌菩
提
樹
一、
三
樹
下
有
昌師
子
座

、
此
則
幽
鯉
昌御
卵
㈱
却
㌦

榔
簿
昌狸
榔
麹
畑
㌦
齢
恥
昌

　

ゐ

め

あ

　

行
用
撮
盆
一、
如
昌縁
起
性
各
全
融
囁
法
無
ワ不
レ鑑
。
(
大
正
藏
経
第
三
+
五
巻
=
一
八
頁
中
段
)。

と
あ
る
如
く
、
何
時

の
間
に
か
蓮
華
座

の
荘
嚴
な
る
光
景

を
説
く
こ
と
、
細
に
入
う
微

に
わ
た
り
て
私
如
き
も
の
＼

到
底
理
解
し
得
ざ
る
威
が
あ
る
。
叉
如
來
の
海
印
三
昧
を
説
き
、
そ
の
他
の
菩
薩

の
三
昧
を
読

い
て
、
本
末
結
の
結

を
詮
く
こ
と
精
微
を
極
め
て
ゐ
る
が
、
如

來
の
師

子
座
と
菩
薩
の
坐
と
を
結
ぶ
べ
き
、
結
脚
跣
坐
の
結
は

一
言
も
説

か
な

い
の
で
あ
る
。
精
密
な
る
べ
き
探
玄
記
に
於

い
て
、
結
珈
跣
坐
な
る
言
葉
が

一
度
も
出
て
こ
な

い
の
は
、
修
遽

者
に
と
う
て
は

一
の
遺
憾
な
事
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
探
玄
記

に
多
く
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
起
信
論
、

轄
法
輪
論
な
ど
で
あ

つ
て
、
清
原
大
師
に
至
う
て
盛
に
起
信
論
を
引
用
し

て
自
象
を
辮
ず
る
の
で
あ
る
。
併
し
起
信

論

と
は
佛
法
に
達
し
た
る
竜
の
に
は
契
合
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
が
、
修
業
者
に
取
う
て
は
契
合
で
は
な
く
し
て

一

つ
の
暗
示
叉
は
學
的
な
も
の
と
し
か
な
ら
な

い
。

こ
の
暗
示
を
實
現
す
る
事
が
華
嚴
経

に
於

い
て
は
、
坐
を
帥
す
る

事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
當
爲
は
存
在
を
綜
合
す
れ
ば
こ
そ
當
爲
で
あ
る
。
在
在
を
綜
合
す
る
方
法
を
説
か
な

い

當
爲

は
、
な
ほ
不
純
な
も
の
で
あ
る
に
蓮

ひ
な

い
。

た
と

へ
純
粋
な
る
竜
の
と
錐
も
そ
れ
は
修
道
者
に
と
り
て
は
縁

の
遠

い
純
粋
さ
で
あ
る
。
華
嚴
纒
に

お
け
る
が
如
き
具
膿
的
な
道
場
を
有
し

つ
＼
竜
、
是
を
説
か
な

い
の
は
方
便
か

も
知
れ
な

い
。
併
し
か
く
の
如
き
具
膿
的
道
場
を
有
せ
ず
し
て
、
術
之
を
説
か
な

い
の
は
誤
か
非
で
あ
る
。
入
法
界

品
に
善
財
童
子
が
、
文
殊
よ
り
出
で
次
第
に
五
十
飴
城
を
巡
歴
し
て
再
び
文
殊
に
到
り
、
而
し

て
後
普
賢
に
從
ふ
の

普
啓
ハ行
と
正
受
三
昧

(六
三
)
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普
賢
行
と
正
受
三
昧

(六
四
)

は
重
要
な
る
事
で
あ
る
。
宗
密
灘
師
を
み

る
に
當
時
の
時
代
背
景
を
無
視
す
る
事
は
出
來
な

い
で
あ
ら
う
が
、
併

し

輝
師
が
灘
門
淀
出
家
し
て
後
、
清
掠
大
師
に
竜
師
事
し
て
彼
自
身

の
猫
特
の
見
地
を
見
出
し
た
の
は
華
嚴
経
の
修
道

観
に
全
く
合
致
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
今
、
爾
持
績
す
る
輝
門
の
人

こ
そ
華
嚴
脛
を
讃
諦
す
る
事

に
依
釦
て
利
盆
を
得

る
事
大
な
る
竜
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
宗

密
繹
師
が
職
敷

一
致
論
を
唱

へ
た
の
竜
、
か
＼
る
彼

猫
特
の
見
地
よ
う
杢
佛
敷
を
批
判
し
て

一
致
黙
を
明
か
に
し
、
遽
に
繹
奪

の
根
本
精
紳
の
本
源
に
露
せ
し
め
ん
と
し

た
る
竜
の
と
思
は
れ
る
。
原
人
論
の
如
き
は
、
全
く
彼
自
身

の
立
場
を
明
か
に
し
疫
竜
の
で
あ
ら
う
。
原
人
論
に
言

ふ
「
眞

一
の
盤
」
と
か
「
心
源
」
と
か
、
叉
は
灘
源
諸
詮
集
に
「
暉
源
」
と
の
語
を
用
ひ
て
ゐ
る
の
は
、
專
ば
ら
彼
濁
特
の

見
解
で
あ
る
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
私

は
前
に
正
受

三
昧
は
定
慧

の
止
揚

で
あ
る
と
述

へ
禿
が
、
宗
密
灘
師
は
縄
源

諸
詮
集
に
於

い
て
、
「
灘
は
定
慧
の
通
稽
な
う
」
、
と
読
か
れ
て
ゐ
る
。

叉
そ
の
序
の

一
に
、

道
不
昌自
鳴

一、
假
人
而
鳴
、
鳴
錐
不
同
、
道
則
未
嘗

不
同
也
…
…
繹
敏
爾
宗
同
出
於
佛
、
縄
佛

心
也
、
敷
佛
口
也
、

豊
有
心
口
、
自
相
矛
盾
者
乎
。
(大
正
藏
経
第
四
+
八
巻
三
九
七
頁
中
段
)。

と
あ
る
が
、
華
齪
経
の
修
遣
観
よ
り
み
れ
ば
、
宗
密
照
師

は
華
嚴
経
を
中

心
に
み
た
見
解
で
あ
る
と
言
ふ
べ
く
、
叉

宗
密
灘
師
の
態
度

に
於

い
て
、
眞
の
華
嚴
が
見
ら
れ
る
も
の
と
思

は
れ
る
の
で
あ
る
。
師

の
認
識
論
的
な
修
道
観
を

み
る
と
、
輝
源
諸
詮
集
に
、

念
起
則
豊
、
畳
γ之
則
無
葺修
業
紬
門
一唯
在
γ此
也
。
(大
正
藏
経
第
四
+
八
巻
四
〇
三
頁
上
段
)。
と
あ
6
叉
是
と
相
似
疫
事
を
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達
摩
多
羅
縄
経
に
求
あ
る
な
ら
ば
、

一
念
生

一
念
苦
、
郎

一.念
時
亦
生
亦

住
亦
滅
、
彼
念
生
時
即
興
苦
倶
生
、
是
故

一
念

一
念
即
壊
。

(大
正
藏
経
第
+
五

巷
三
三
=

頁
上
段
)。
と
あ

つ
て
、
修
…道
上
の
畳
な
る
竜

の
を
際
ど

く
説

い
て
あ
る
。

叉
師
の
註
華
嚴
法
界
観
門
に
、

動
γ念
生
レ心
.
故
史
二正
念
"、
正
念
者
、
無
念
而
知
、
若
昌総
無
ワ知
何
名
昌正
念
働。
(大
正
藏
経
第
四
+
五
巻
六
八
七
頁
上
段
)。

と
あ
り
て
、
無
念
と
正
念
と
を
見
方
を
異
に
す
る
所
の
、
同
義
異
語
の
竜
の
と
し
て
見
て
ゐ
る
の
は
面
自

い
見
方
で

あ
る
。
師

は
修
道
の
最
善
の
方
法
と
し
て
暉
を
讃
稻
し
、
離
レ此
無
レ門
、
離
γ此
無
γ路
。
(大
正
藏
経
第
四
+
八
巻
三
九
九
頁
中

段
)。
と
説

い
て
ゐ
る
。
か
く
暉
敷

二
者
を
修
め
る
宗

密
暉
師

之
そ
、
華
嚴
経
に
お
け
る
修
道
観
を
智
践
し
尤
人
と
思

は
れ
る
。
坐
に
就

い
て
以
上
の
如
く
考
察
し
來
れ
ば
、
結
珈
跣
坐
に
即

す
る
所
の
正
受
三
昧
が
即
ち
境
に
現

は
れ
る

一
切
菩
薩
衆
の

一
切
三
昧

で
あ
釦
、
三
昧

正
受
則
ち
菩
薩

の

一
切
三
昧
に
依
う
て
貫
か
れ
て
ゆ
く
も
し
が
結
蜘
朕
坐

で
あ
る
事
と
な
う
、
而
し
て
三
昧
正
受
の
究
覧
に
到
φ
得
て
、
始
め
て
結
珈
嵌
坐
に
即
し
て
師
子
座
を
見
出
し
、
師

子
座

に
於

い
て
如
來
と
坐
を
並
べ
る
の
が
、
普
賢
の
正
受
三
昧

で
あ
る
。

一
言

に
し
て
言

へ
ば
三
昧
正
受
と
正
受
三

昧
と
の
關
係
は
、
佛
と
佛
弟
子
と
の
問
の
關
係
に
於

い
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
＼
る
修
道
観
に
立

つ
修
遣
者
は

日
常
生
活
に
て
現
は
れ
る
不
純
な
散
趾
意
識
を
ぱ
、
結
珈
朕
坐
に
於
け
る
三
昧
正
受
に
依
り
て
純
化
し
て
ゆ
き
、
純

化
さ
れ
た
る
坐
を
離
れ
ず
し
て
日
常
生
活
に
現
は
し
て
ゆ
く
。
か
ぐ
し
て
漸
次
純
化
し
て
ゆ
く
者
は
や
が
て
坐
に
於

い
て
師
子
座
を
見
出

し
、
日
常
生
活

に
於

い
て
正
受
三
昧
の
身
謹
た
る
普
賢
行
を
行
つ
る
事
に
な
る
。
か
く
の
如
く
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み
て
ゆ
け
ば
所
詮
師
子
座
に
於

い
て
、
普
遍
な
る
如
來
を
見
る
者
が
普
賢
行
を
行
ず
る
の
で
あ
り
、
普
賢
行
を
し
て

普
賢
な
ら
し
む
る
竜
の
は
、
莇
子
座
上
に
あ
け

る
普
賢
正
受
の
如
來
で
あ
る
。
故
に
師
子
座
に
於

い
て
普
賢
の
如
來

を
み
て
普
賢

行
を
行
じ
、
普
賢
行
を
行
じ

つ
＼
そ
の
行
に
●即
し
て
師
子
座
上
の
如
來
の
普
賢

に
蹄
す
る
。
か
く
し
て

普
賢
行
ば
如
來
正
畳

の
花
を
以

つ
て
、
法
界
、
衆

生
界
の
大
地
に
帥
し
て
佛
國
を
荘
嚴
す

る
所
の
佛
華
荘
嚴
で
あ
る

華
・嚴
経

に
お
け
る
か
く
の
如
き
修
道
観
よ
う
考
察
す
れ
ば
、
か
の
七
庭
八
會
と
言

は
れ
る
所
の
経
の
組
織

に
於

い
て

竜
、
普
賢
行
は
正
受
三
昧

の
身
詮
で
あ
る
事
を
顯
彰
、し
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
が
諒
知
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

七

以
上
の
如
く
叙
述
し
來
れ
る
所
に
於

い
て
、
私

は
略
々
、
普
賢
行
に
就

い
て
の
管
見
を

つ
く
し
た
や
う
に
思
ふ
が

尚
、
華
嚴
経
全
膿
を
通
覧
す
る
に
、
そ
の
表
現

は
藝

術
的

で
あ
り
、
そ
の
文
字
は
象
徴
的
で
あ
つ
て
、
そ
の
構
造
の

雄

大
に
し
て
巧
妙
な
る
事
、
實

に

一
大
文
藝
書
と
竜
み
ら
る
べ
く
、
且

つ
そ

の
内
容
に
至
り
て
は
佛
敷
各
宗
の
思
想

を
見
出
す
に
難
く
な

い
。
併
し
之
ら
の
思
想

は
畢
覧
普
賢
行
な

る
正
受
三
昧
の
身
謹
に
依
う
て
総
括

さ
れ
る
で
あ
ら

5
し
、
荷
且
つ
本
維

に
依
釦
て
現
は
れ
る
所
の
事
々
無
碍
、
法
界
縁
起
と
言
ひ
、
性
起
縁
起
、
十
玄
六
相
と
言
ふ
も

つ
ら
ノ
＼
考

へ
て
み
る
に
之
ら
の
思
想
竜
、
正
受
三
昧
な
る
身
謹

の
概
括
方
式
に
す
ぎ
な

い
や
う
に
思
は
れ
る
の
で

あ
る
。
帥

ち
之
ら
の
思
想
は
普
賢
の
身
謹
内
容
以
上
の
も

の
で
な
く
、
普
賢
の
身
謹
と
し
て
の
み
、
甚
深
微
妙
の
慣

値
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
ら
の
思
想
が
普
賢
の
正
受
三
昧

に
立
ち
蹄

つ
て
、
始

め
て
甚
深
微
妙
の
領
値

を
有

%



す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か
く
の
如
き
正
受
三
昧
を
禮
験
す
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
か
、
是
を

ご
言
に
し
て

言

へ
ば
繹
奪

は
悉
有
佛
性
を
保
謹
さ
れ
尤
。
併
し
悉
有
佛
性
と
言
ふ
事
は
繹
奪
自
身
に
は
嚴
然
禿
る
事

實

で

あ

る

が
、
未
だ
そ

の
性
を
見
な

い
修
道
者
に
在
り
て
は
、

一
つ
の
親
し

い
暗
示
で
あ
る
。
故
に
修
渣
者
の
先
づ
行
ふ
べ
き

事

は
、
羅
奪
に
依
う
て
保
謎
さ
れ
尤
悉
有
佛
性
な
る
暗
示
の
下
に
結
珈
跣
坐
に
即
し
て
師
子
座

を
見

出

す

事

で
あ

る
。
そ

≧
で
修
遣
者
が
先
づ
初
め
に
繹
奪
を
信
ず
る
そ
の
信
た
る
や
如
何
な
る
竜

の
で
あ
る
か
を
闇
題
に
す
れ
ば
、

可
成
6
…難
解
な
る
問
題
に
な

る
で
あ
ら
う
が
併
し
佛
敷
が
超
越
論
的
な
キ
リ
ス
ト
敏
と
異
む
て
、
汎
坤
論
的
な
る
も

の
よ
う
唯

心
論
的
な
る
も
の

へ
と
見
倣
さ
れ
る
限

り
そ
の
信
た
る
や
、
結
局
外
に
み

ら

れ

尤

る
自
分
の
悌
を
通
し

て
、
見
る
自
分
自
ら
に
う
な
つ
か
ん
と
す
る
事

に
外
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
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